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取扱説明書 


ヤマ八 DSP AV アンプ DSP - AX 53 0/ 
DSP - AX 430をお買し成めし、ただきまして、 
誠にありがとうごさ'います。 

本機の優れた性能を充分に発揮させると共 
に、永年支障なくお使し ''いただくためにも、ご 
使用前にこの取扱説明書を必ずお読みくださ 
い。お読みになったあとは、保証書と共に保管 
してください。 

保証書をご確認ください 

保証書に販売店名、購入日などが記入されて 
おりませんと、保証期間中でも万ーサービス 
の必要がある場合に実費をしすこだくことがあ 
ります。 




















安全上のご注意(安全に正しくお使いいただくために) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損 
害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みください。 


この「安全上のご注意」に書かれている内容には、お客様が購入された製品に含まれないものも記載されています。 


絵表示の例 




A 気をつけなければならない内容を 

/CN 

してはいけない行為を表していま M 

^必ずしなければならなし桁為を表 

/ \表しています。 

¢9 

す。 1 

_してぃます。 

たとえば么は「感電注意」を示し 

たとえば®は「分解禁止」を示し ^ 

^たとえば參は「電源プラグをコン 

ています。 


ています。 

セントから抜くこと」を示してい 




ます。 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を追う可能性が想定さ 
/ C 3 れる内容を示しています。 

プラグを抜く 

下言己の場合には、すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜く。 

• 異常なにおいや音がする。 • 煙が出る。 

• 内部に水や異物が混入した。 

そのまま使用すると、火災や感電の原因となります。 


電源コードを傷つけない。 

• 重いものを上に載せない。 • ステープルで止めない。 • 加工をしない。 

• 熱器具には近づけない。 • 無理な力を加えない。 

芯線がむき出しのまま使用すると、火災や感電の原因となります。 

(§) 

水ぬれ禁止 

本機を下記の場所には設置しない。 

• 浴室•台所•海岸•水辺 • 加湿器を過度にきかせた部屋 

• 雨や雪、水がかかるところ 

水滴の混入により火災や感電の原因となります。 

接触禁止 

雷がなりはじめたらアンテナや鼋源プラグには @6 れない。 

感電の原因となります。 

分解禁止 

分解 • 改造は厳禁。キヤビネットは絶対に開けない。 

火災や感電の原因となります。 

修理 • 調整は販売店にご依頼ください。 


放熱のため本機を設置する際には： 

• 布やテーブルクロスをかけない。 • じゆうたん•力一ぺツトの上には設置しない。 

• あおむけや横倒しには設置しない。 • 通気性の悪い狭いところへは押し込まない。 

(少なくとも本機の左右 20 cm 、 上 30 cm 、 背面1 0 cm 以上離して設置してください。） 

本機の内部に熱がこもり火災の原因となります。 

























/\ この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容お 

乙'\ よび物的損傷のみの発生が想定される内容を示しています。 



不安定な場所や振動する場所には設置しない。 

本機が落下や転倒してけがの原因となることがあります。 


直射日光のあたる場所や温度が異常に高くなる場所(暖房機のそばなど)に 
は設置しない。 

本機の外装が変形したり内部回路に悪影響が生じて、火災の原因となることがありま 
す。 

❶ 

必ず行う 

電源を入れる前や再生を始める前には、音量(ボリューム)を最小にする。 

突然大きな音が出て聴力障害等の原因となることがあります。 

プラグを抜く 

長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセントから抜く。 

火災や感電の原因となることがあります。 

接触禁止 

ぬれた手で電源ブラグを抜き差ししない。 

感電の原因となることがあります。 


電源プラグを抜くときは、電源コードをひっぱらない。 

コードが傷つき、火災や感電の原因となることがあります。 

プラグを抜く 

移動をするときには電源スイッチを切り、すべての接続をはずす。 

• 接続機器が落下や転倒してけがの原因となることがあります。 

• コードが傷つき火災や感電の原因となることがあります。 


長時間音が歪んだ状態で使用しない。 

スピーカーが発熱し、火災の原因となることがあります。 


大きな音で長時間へッドホンを使用しない。 

聴力障害の原因となることがあります。 


/V 
















この表示を無視して、誤った取扱し)をすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容お 
/1 \ よび物的損傷のみの発生が想定される内容を示しています。 

A 

注意 

環境温度が急激に変化したとき、本機に結露が発生することがあります。 

正常に動作しないときには、電源を入れたまましばらく放置してください。 

0 

禁止 

ベンジン•シンナー•合成洗剤等で外装をふかない。また接点復活剤を使用し 
ない。 

外装が傷んだり、部品が溶解することがあります。 

❶ 

屋外アンテナエ事には、技術と経験が必要です。販売店にご依頼ください。 

必ず行う 


A 

年に一度くらいは内部の掃除を販売店にご依頼ください。 

ほこりがたまったまま使用を続けると、火災や故障の原因となることがあります。 

注意 


❶ 

必ず行う 

重いので、開梱や持ち運びは必ず 2 人以上で行う。 

けがの原因となることがあります。 


音楽を楽しむエチケット 

楽しい音楽も時と場所によっては大変気になるものです。 
隣近所への配慮を充分にしましょう。静かな夜間には小 
さな音でもよく通り、特に低音は床や壁などを伝わりや 
すく、思わぬところに迷惑をかけてしまいます。適当な音 
量を心がけ、窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になるの 
も 一つの 方法です。音楽はみんなで楽しむもの、お互いに 
心を配り快適な生活環境を守りましょう。 


これは日本電子機械工業会「音のェチケッ 
卜」キャンペーンのシンボルマークです。 
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応用操作 


故障かな？と思ったら . 

用語解説 . 

信号処理関連 . 

ビデオ関連 . 

オーディオ関連 . 

找仕様 . 

>一力ーコ _ 卜一見 s. 

ヤマ八ホットラインサービスネツトワーク 


音声/映像を再生する . 

入カモードを切り替える . 

音場プ□グラムを選ぶ . 

PRO LOGIC II を選ぶ . 

音場プログラムー覧 . 

日领とは • • •. 

Hi-Fi DSP プログラム . 

CINEMA - DSP プログラム . 

入力信号と再生スピーカー対応表 . 
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サウンドデザイン . 

サラウンド音場 . 

3音場処理による CINEMA-DSP (MOVIE 

THEATER ) の音場イメージ . 

FM/AM 放送を聴く . 

選局する . 

放送局を登録する（プリセット） . 

登録した放送局を選んで聴く 

(プリセット選局） . 

登録した放送局を入れ替える . 

_定時間後に自動的に電源を切る 

(スリープタイマ _ ) . 

スリープタイマーを設定する . 

スリープタイマーを解除する . 

録音/録画する . 
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本機の特長 


高音質ハイパワー5チャンネルアンプを搭載 

♦ 定格出力 

(20 Hz 〜20 kHz , 歪率0.06〇/〇, 6 Q ) 

メインチャンネル(し R ): 75 W + 75 W 
センターチャンネル： 75 W 

リアチャンネル(し R ): 75 W + 75 W 

「シネマ DSP エンジン」内蔵のマルチ 
モード DSP 

♦ ドルビープ□ロジックデコーダー 
/ドノレビープ□ロジック 1 1デコーダー 
♦ ドルビーデジタルデコーダー 

/ ドルビーデジタル+マトリクス 6. 1デコーダー 

♦ DTS デコーダー 

/ DTS + マトリクス 6. 1デコーダー 

♦ AAC デコーダー 

/ AAC + マトリクス 6. 1デコーダー 
♦シネマ DSP : ヤマ八が誇る DSP と、ドルビープロ 
ロジックやドルビーデジタル、 DTS (デジタルシア 
夕ーシステムズ)、 AAC (アドバンストオーディオ 
コーディング)の融合 

♦ 少ないスピーカーでもマルチチャンネル再生を仮想 
的に再現できるバーチャルシネマ DSP 機能 
♦ へッドホン使用時でも音場効果を体感できるサイレ 
ント シアター 機能 


■ 本書の記載について 

争本書は DSP-AX53 ◦と DSP-AX 430 の取扱説明書で 
す。両機が共通の機能をもつ箇所を説明する際には、 
機種名は明記しておりません。 

また、両機が異なる機能をもつ箇所を説明する際に 
は、 DSP-AX 530 を全体のイラストとして使用し、異 
なる箇所を記載しています。 

• ご'^こは操作上のアドバイスなど補足的な説明です。 

•本書では、本体とリモコンのどちらでも操作できるが 
本体とリモコンのボタン名が異なる場合は、リモコン 
のボタン名を括弧内に表記しています。 

争本取扱説明書は製品開発に先がけ印刷されておりま 
す。その後、操作性の向上、その他の理由により、製 
品仕様の一部が変更となることがあります。その場合 
は製品自体の仕様が優先されます。 

• 説明の便宜上、文中のイラスト等が実際の製品と異な 
る場合があります。 


高機能 FM / AM ステレオチューナー 

♦ オートプリセツト選局 

AV アンプにふさわしい多機能構成 

♦ 96- kHz /24 -bit D / A コンバーター 

♦ 音場効果を最大限に引き出すための設定ができる 
11項目のセツトメニュー 

♦ 複数のスピーカーの音量バランス調節を容易にする 
テスト!-ーン 

♦ DVD オーディオプレーヤーやその他のデコーダー 
にも対応できる 6 CH INPUT 端子 

♦ OPTICAL (光)デジタル入力端子と COAXIAL (同 
軸)デジタル入力端子 

♦ スリープタイマー 

♦ メー ■ 力ーコード設定機能対応リモコン 


[DSP-AX530 

♦ S ビデオ入出力端子 

♦ コンポーネントビデオ入出力端子 

♦ OPTICAL (光)出力端子 


nniDOLBYi 
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ドルビーラボラトリーズからの実施権により製造されていま 
す。「ドルビー 」、 「PRO LOGIC 」 およびダブル D 記号口□は、ド 
ルビーラボラトリーズの商標です。 


AAC 

AAC ロゴマーク@はドルビーラボラトリーズの商標です。 

以下はパテントナンパーです。 


08/937,950 

5,633,981 

5,227,788 

5,299.239 

5848391 

5 297 236 

5,285,498 

5,299,240 

5,291,557 

4,914,701 

5,481,614 

5,197,087 

5,451.954 

5,235,671 

5,592,584 

5,490,170 

5 400 433 

07/640,550 

5,781,888 

5,264,846 

5,222,189 

5,579,430 

08/039,478 

5,268,685 

5,357,594 

08/678,666 

08/211，547 

5,375,189 

5 752 225 

98/03037 

5,703,999 

5,581,654 

5,394.473 

97/02875 

08/557,046 

05-1 83,988 

5,583,962 

97/02874 

08/894,844 

5,548,574 

5,274740 

98/03036 

5,299,238 

08/506,729 
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DTS および DTS デジタルサラウンドはデジタルシアターシス 
テムズの登録商標です。 















付属品を確認する 


同柄されている付属品を確認してくたさい。 
リモコン 
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単4乾電池 （4 本） 



FM 簡易アンテナ 



AM ループアンテナ 



簡易接続ガイド 
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リモコンを準備する 


リモコンに電池を入れる 



a 付属の単4乾電池 （4 本）を、リモコンの電池ケース 
内の表示にあわせて、プラス （+) とマイナス （_) 
の向きを間違えないように、正しく入れる。_ 

El 裏ぶたを閉じる。 

電池ケース内の表示に従って、プラス （+) とマイナス 
(—) の向きを間違えないように正しく入れてから、裏 
蓋を閉める。 


リモコンの乾電池についてのご注意 

• 消耗した乾電池は早めに交換してください。 

• 新しい乾電池と、1度使用した乾電池を混ぜて使用しな 
いでぐださい。 

• 種類の異なる乾電池(アルカリとマンガンなど）を混ぜて 
使用しないでください。同じ形状でも性能の異なるもの 
があります。 


乾電池が消耗したときは、交換してく 
ださい 

乾電池が消耗すると、リモコンを操作できる距離が極端に 
短くなったり、キーを押してもインジケーターが点灯しな 
くなったりします。このような場合は、すべて新しい乾電 
池に交換してください。 


乾電池が液漏れをした場合は、ただちに乾電池を破棄 
してください。漏れた液にふれたり、衣類などに付着 
しないようにしてください。新しい乾電池を入れる前 
に電池ケース内をきれいにふいてください。 

電池を外したまましばらく （2 分以上)放置したり、消 
耗した乾電池をリモコンにそのまま入れておくと、リ 
モコンに登録したメーカーコードなどのメモリー内容 
が消えてしまうことがあります。このような場合は、 
乾電池を新しいものに交換して、メーカーコードを 
セットアップしください。 


はじめに 
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各部の名称とはたらき 


フロントパネル 



❶ STANDBY/ON スイッチ 

本機の電源の入/待機(スタンバイ）を切り替えます。 
なお、電源を入れて数秒間は音が出ません。 

スタンバイモード中は、リモコンからの赤外線信号を 
受信するために、少量ながら電力を消費します。 

❷リモコン受光窓 

付属リモコンからの信号を受信します。 

❸ディスプレイ 

プ□グラムの名称や、設定値などを表示します。 

〇 INPUT MODE キー 

同じ機器を複数の入力端子に接続している場合に、入 
力信号の優先順位を設定できます。 


❺ INPUT < / !> キー 

再生したい入力信号を選びます。 

❻ VOLUME コント□ール 

全体の音量を調節します。 

録音用の OUT ( REC ) 端子の音量レベルには影響しませ 
ん〇 

❼ 6CH INPUT キー 

6 CH INPUT 端子に入力されている信号を選びます。 
INPUT <]/> キーやリモコンの入力選択キーで選ん 
だ入カソースよりも優先されます。 
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各部の名称とはたらき 


❽ PH 0 NES 5 耑子 

ヘッドホンを接続します。深夜に音声を楽しまれる際 
は、ヘッドホンをお使いくださるようお勧めします。 
ヘッドホン接続時は、サイレントシアターで音声を楽 
しめます。 


ご注意 


• へッ ドホンを接続すると、すべてのスピーカーから音は 
出ません。 

• 6 CH INPUT 端子に入力された信号を再生しているとき 
は、メインし R チヤンネルの音声のみヘッドホンに出力 
されます。 

〇 STEREO/EFFECT キー 

通常のステレオ音声と DSP 効果音を切り替えます。 
STERE ◦を選択すると、 DSP 効果音のない音声がメイ 
ン し R スピーカーから 出力されます。 


ご注意 


• 音場効果が「切」の状態のときにドルビーデジタルや DTS 、 
AAC 音声を再生すると、 LFE を除くすべてのチヤンネル 
の音声がメインのし R チヤンネルにミックスされて出力 
されます。この場合、メインし R チヤンネルの音量バラン 
スが乱れることがあります。 

• セットメニューの「1巳 MAIN 」 を SMALL かつ「1 D BASS 」 
を SWFR 、 または「1 D BASS 」 を BOTH に設定している場 
合は、スーパ_ウ_ファーから低音域が出力されます。 

❿ PROGRAM < / > キー 

DSP プログラムを選択します。 

❿ MEMORY (MAN ， L/AUTO FM) キー 

受信した放送局を登録(プリセット）します。3秒以上押 

すと、オートプリセット機能を利用できます。 

❿ TUNING MODE (AUTO/MAN' l 
MONO) キー 

手動(マニュアル)選局または自動(オート)選局を選び 

ます。自動選局する場合は、このキーを押して AUTO 表 

示を点灯させます。手動選局する場合は、 AUTO 表示を 

消します。 


エフエムエイエム 

❿ FM/AM キー 

FM 放送、 AM 放送受信を切り替えます。 

© PRESET/TUNlNG (EDIT) キー 

選局するときに、あらかじめ登録(プリセット）した局 
から選ぶか、または直接選局するかを切り替えます。 
ディスプレイのバンド ( FM または AM ) 表示のとなりに 
「:」が点灯しているときはプリセット選局、消灯してい 
るときは直接選局になります。 

また、登録した局の入れ替えもこのキーで行います。 

© PRESET/TUNlNG < / > キー 

ディスプレイのバンド （ FM または AM ) 表示のとなり 
に「:」が点灯している際に、 1-8 の登録(プリセット)局 
番号を選択します。受信したい局を選びたいときには 
「:」の表示を消してください。 

❿ A/B/C/D/E キー 

FM / AM 放送を聴くときに、プリセットグループ ( A 、 巳、 
C 、 D 、 E ) を選びます。 

©BASS ( 低域）コント□ール 

メインし R チヤンネルの音声の低音域を調節します。右 
(+) に回すと低音域が強調され、左 （_) に回すと減衰 
されます。 

© TREBLE ( 高域）コント□ール 

メインし R チヤンネルの音声の高音域を調節します。右 
(+) に回すと高音域が強調され、左 （_) に回すと減衰 
されます。 


ご注意 


t ンコント□—ルにより、メインチヤンネルを極端にブー 
スト(増強)、またはカット(減衰）した場合、メインし R とセ 
ンター、リア(エフェクト)スピーカーの間で、音のつながり 
が悪くなることがあります。 


はじめに 
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各部の名称とはたらき 


リモコン 


本機を操作するときのリモコン各部の名称とはたらきにつ 
いて説明します。本機を操作するときは、最初に AMP モー 
ドキーを押してください。 

リモコンによる操作について詳しくは、「付属リモコンのは 
たらき」 （49 〜51ページ)をご覧ください。 



I 〇 I [<M | | (audioJ 

DISC SKIP 

I □□ I [kw I I W>] [口 I 


] 


®YAMAHA 


❶赤外線送信部 

リモコン操作用の赤外線信号を送信します。送信でき 
る範囲については、「リモコンの使用について」 
(次ページ)をご覧ください。 

❷ CODE SET キー 

メーカーコードを設定します。 

❸入力選択キー 

再生する入カソースを選びます。入カソースにあわせ 
て、リモコンの機能も切り替わります。 


ご注意 


接続した機器を本リモコンで操作するには、お使いになる前 
に、接続した機器に合ったメーカ_コ_ドを設定する必要が 
あります。 

ODSP プ□グラムキー 

DSP プ□グラムを選択します。キーを繰り返し押すと、 
各グループ内のプログラムを選択できます。 

❺ LEVEL キー 

センター、リア、スーパーウーファーの各チヤンネル出 
力を調節します。 

❻力 _ ソルキー 

セツトメニューの選択や設定などをします。 

❼ TEST キー 

テストトーンを出力します。 

❽ TRANSMIT インジケーター 

リモコン操作用の赤外線信号を送信しているときに、 
点灯します。 

❾ STANDBY キー 

本機をスタンバイ（待機状態)にします。 

❿ SYSTEM POWER キー 

本機の電源を入れます。 

<D SLEEP キー 

スリーブタイマーを設定します。 

©6CH INPUT キー 

6 CH INPUT 端子に接続したオーディオソース(機器) 
を選択します。 
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各部の名称とはたらき 


❿ AMP キー 

リ モコ ンの機能を本機の操作用に切り替えます。 

❿®/回キー 

設定により、本機の入カソースを切り替えずに他の機器 
を操作できます。 

© VOLUME +/ -キー 

本機の音量を調節します。 

❿ MUTE キー 

消音します。もう1度押すと、元の音量に戻ります。 

❿ STEREO/EFFECT キー 

通常のステレオ音声と音場効果を加えた音声を切り替 
えます。 STERE ◦を選択すると、音場効果を加えない 
音声がメインし R スピーカーから 出力されます。 

❿ SET MEN 一 U キー 

セツトメニューモードを選択します。 


リモコンの使用について 



リモコンは直進性の強い赤外線を使っています。本体の受 
光部に向けて正しく操作してください。 

リモコンの取り扱いについてのご注意 

• 水やお茶をこぼしたり、落としたりしないでください。 

• 下記のような場所には置かないよう、ご注意ください。 

—ス I ブのそばや風呂場など、温度•湿度の高いところ。 
—ほこりの多いところ。 

—極端に寒いところ。 


はじめに 

































各部の名称とはたらき 


ディスプレイ 



❶ デコーダー 表示 

本機内蔵のデコーダーが作動中に、それぞれの表示が 
点灯します。 

© 人カソース表示 

現在のソース表示下部に . - . が点灯します。 

❸ MUTE 表示 

消音状態のときに点滅します。 

〇 VOLUME 表示 

現在の音量を表示します。音量が大きくなるにつれて 
右側に表示が増えて行きます。 

〇 DSP 表示 

DSP 音場プ□グラムを選ぶと点灯します。 

〇 f CM 表示 

PCM 信号を再生中に点灯します。 

❼ V 旧 TUAL 表示 

パーチヤルシネマ DSP 時に点灯します。 

❽ SILENT 表示 

サイレントシアター時に点灯します。 

❾へッドホン表示 

PHONES 端子にへッドホンを接続すると点灯します。 

❿音場プ□グラム表示 

音場プ□グラムを選んだときに、それぞれの表示が点 
灯します。 


❿音場プ□グラム名/設定値表示/周波数表示 

音場プログラム名や各種設定値、放送局の周波数やプ 
リセット番号を表示します。 

© STEREO 表示 

AUTO 表示が点灯しているときに、電波の強い FM ステ 
レオ放送を受信すると点灯します。 

❿ TUNED 表示 

FM / AM 放送が受信されたときに点灯します。 

® AUTO 表示 

チューナーをオート選局にすると点灯します。 

❿ MEMORY 表示 

放送局を登録(プリセット）するときに点滅します。 

❿ SLEEP 表示 

スリープタイマーの作動中に点灯します。 

© D ’ UAL 表示 

ドルビーデジタルや、 AAC の DUAL MONO または 
MULTI MONO など、音声多重モノラルのデジタル信号 
入力時に点灯します。 

❿入力信号チヤンネル表示 

再生ソースのデジタル信号に含まれる、音声チヤンネ 
ルに対応した表示が点灯します。 
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スピーカーを 準備する 


本機は5スピーカーシステムに 
対応しています 

本機は メインスピーカ _ L 、 R (2 本)、 センタースピーカー 
(1 本)、リア スピーカ _ L、R (2 本)の5 スピーカーシス テ 
ムを使つて最良の音場効果が得られるよう設計されていま 
す。 

メインスピーカーはメインチヤンネルの音声（ステレオ音 
声)と効果音を出力し、リアスピーカーし R はサラウンド 
と効果音、センタースピーカーは会話やボーカルなど画面 
中央に定位する音を出力します。スピーカーモードの設定 
により、最小2スピーカーシステムからの再生が可能です 
が、5スピーカーシステムにおいて、最も良い音場効果が得 
られます。 


ご注意 


5スピーカーシステムでお使いにならないときは、お使 
いになるシステムにあわせて、スピーカーモードを設定 
してください （19 ページ)。 

本機と接続するスピーカーを選ぶポイント 

• 各スピーカーの再生音色が異なると、移動する人物の声 
など(音色)が不自然に変化することがあります。できる 
だけ、メーカーや音色の揃ったスピーカーのご使用をお 
すすめします。 

• 同ーメーカーが同じ時期に販売しているシリーズのス 
ピーカーで、スピーカーシステムを揃えることをおすす 
めします。 

• 接続するスピーカーのインピーダンスは 6 Q 以上のもの 
を使用してください。それ以下のインピーダンスのス 
ピーカーを使用すると、保護回路が働いたり、故障する 
恐れがあります。 

スーパーウーファーで低音域の音響効果を向上できます 

別売りのスーパ_ウ_ファーをご使用になると、さらに音 
響効果を向上させることができます。スーパーウーファー 
は低音を強調するだけでなく、ドルビーデジタルや DTS 、 
AAC に含まれる LFE 信号を正確に再現することができま 
す。臨場感の優れた低音出力には、ヤマ八アクティブサー 
ボスーパーウーファーシステムのご使用をおすすめしま 
す。 

スピーカーは 防磁型 スピーカーを お使いください 

防磁型以外のスピーカーを使用すると、モニター(テレビ） 
に映る映像が乱れることがあります。特に画面近くに設置 
する必要のあるセンタースピーカーやスーパーウーファー 
には、防磁型スピーカーのご使用をおすすめします。 

防磁型スピーカーをお使いの場合でもモニター(テレビ)の 
映像が乱れるときは、スピーカーをモニター(テレビ)と離 
して設置してください。 


スピーカーの設置場所を決める 

スピーカーは下図のように配置してください。 



メイン スピーカー （し R ) 

ステレオ再生と同様に、左右のスピーカーをリスニングポ 
ジションから等距離に設置します。テレビ(モニター）は、 
左右のスピーカーの中央に設置するようにしてください。 

センタースピーカー 

メインスピーカーの中間に設置します。テレビ(モニター） 
を設置している場合は、テレビ（モニター）画面とスピー 
力一の前面を揃え、テレビ(モニター)の上や下など、でき 
るだけテレビ(モニター)画面に近いところの中央に設置し 
ます。 

リアス ピーカー （し R ) 

後方斜め、スピーカーをリスニングポジションに向けて設 
置します。床に直接座って聴く場合は、床から約 1.5 m 、 椅 
子に座って聴く場合は、床から約1 .8 m の高さが適当です。 

スーパーウーファー 

前方左右どちらかの外側で、壁の反射を防ぐために少し内 
向きに設置します。低音の聴こえ方は、スピーカーを置く 
位置と聴く位置の両方に影響されるので、設置する位置を 
変えてお試しください。 
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:ーカーを準備する 


ス ピーカーを 接続する 

接続する際に、右チャンネル ( R )、 左チャンネル ( L )、 「+」(赤)、「_」(黒)を確認して正しく接続してください。極 
性(+、 _) を間違えて接続した場合、不自然な再生音になります。 


注意 


• スピーカーコードを接続する場合、シヨートしないように注意してください。シヨートした状態で電源を入れると、本機の 
保護回路が働いて自動的にスタンバイ状態になりますが、故障の原因になる恐れがあります。 

• 接続するスピーカーのインピーダンスは 6 Q 以上のものを使用してください。それ以下のインピーダンスのスピーカーを使 
用すると、保護回路が働いたり、故障する恐れがあります。 

接続が終わったら、お使いのスピーカーの数や性能に応じて、セツトメニューのスピーカーモードを設定してください。 


一般的にスピーカーコードは、平行した2本の絶縁ケープ 
ルです。ケーブルのうちの1本は極性を判別するために異 
なった色またはラインが入っています。 

□ スピーカーコード先端の絶縁部（被覆）を、 

1 Omm 位はがす。 

B 芯線をしっかりとよじる。 

しっかりよじらないと、シヨート(短絡)の原因になり 
ます。 

■ スピーカーコードを接続する 

IDSP-AX530| 

n スピーカー端子を左に回してゆるめる。 

0" スピーカー端子のわきの穴に、スピーカーコー 
ドの芯線を差し込む。_ 

EI スピーカー端子を右に回して、締め付ける。 


ご注意 


市販のバナナプラグを使用する場合は、端子を強く締め 
てから差し込んでください。 



■ スヒーカーコードを準備する 





DSP-AX430 


□ タブを開ける。 

B スピーカー 端子の穴に、 スピーカー コードの 芯 
線を差し込む。 

0 " タブを戻してコードを固定する。 


ご注意 


市販のバナナプラグを使用する場合は、タブを開けてか 
ら差し込んでください。 
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リアス ピーカー 


スーパ _ウ_ ファー 

リスニングルーム内の各スピーカーの配置は、下図の 
ようになります。 




■ アンプ内蔵スーパーウーファーを使用するときは 

ヤマ八アクティブサーボスーパーウーファーシステムなどのアンプ内蔵スーパーウーファーを使用するときは、 
SUBWOOFER 端子につなぎます。 

メイン、センターおよびリアチヤンネルからの 90 Hz 以下の低音域の信号はこの端子に送られます。ドルビーデジタル、 
DTS 、 AAC デコード時の LFE 信号もこの端子に出力されます。 

ご、が :ヒント 

• SUBWOOFER 端子からの出カレベルはセツトメニューで設定できます。また、お使いのスーパーウーファーに付属する取扱説 
明書もご覧の上、スーパ_ウ_ファー自体の音量レベルも調節してください。 

• 低音の聞こえかたはスーパーウーファーを置く位置と聞く位置の両方に影響されるので、設置する位置を変えてお試しください。 


セツトメニュー「1 SPEAKER SET 」 と「2 LFE LEVEL 」 の設定によっては、 SUBW 〇〇 FER 端子から音声信号が出力されない 
場合もあります。 


メイン ス ビーカー 

■ MAIN SPEAKERS 端子 

メインスピーカーを接続します。 

リア スピーカー 

■ REAR SPEAKERS 端子 

U ア スピーカーを 接続します。 

センター スピーカー 

■ CENTER SPEAKERS 端子 

センタースピーカーを接続します。 

( DSP - AX 530) 


メイン スピーカー 
右 左 
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デジタル出力端子 スー)又ーウーファ- 

(15 ページ参照） 出力端子 

(1 1ページ参照） 


オーディオ入出力端子 ビデオ入出力端子 

(1 5ページ参照） （ 13〜14ページ参照) 


接続する前に 


• 接続する前に、本機および接続する機器の電源を必 
ず切るか、スタンバイ状態にしてください。 

•右チャンネル ( R )、 左チャンネル ( L )、 入力 ( IN )、 出 
力 （ OUT ) などを確認して正しく接続してください。 
接続する機器によっては接続方法や端子の名前が異 
なることがあります。接続する機器の取扱説明書も 
あわせてご覧ください。 

弊社製の CD プレーヤーやテープデッキなどを接続する 
場合は' 各機器と本機の同じ番号 ( m 、[ H 、 13など)のつい 
た端子を接続してください。 

接続が終わつたら正しく配線されているか、もう一度お 
確かめください。 

端子名は入力選択キーに対応しています。 


デジタル入力端子 
(14 〜15ページ参照） 


6 CH INPUT 5茜子 
(17 ページ参照） 


アンテナ端子 
(16 ページ参照） 


■ デジタルオーディオ入出力端子を持 
つ機器を接続するときは 

• 本機は、 COAXIAL (同軸)や光ファイバーケーブル経由でデ 
ジタル信号を直接入力できるデジタル端子を装備していま 
す。 

• PCM 、 ドルビーデジタル、 DTS 、 及び AAC の各信号方式 
に対応しています。 

• デジタル端子は PCM / ドルビーデジタル/ DTS / AAC 兼用 
です。 

• デジタル接続すると、 DVD ソフトのマルチチヤンネルサ 
ウンドトラックに音場効果を加えてお楽しみいただけます。 
全デジタル入力端子はサンプリング周波数 96 kHz のデジ 
タル信号に対応します。 

• 本機はデジタル信号回路とアナログ信号回路が独立して 
いるため、アナログ入力信号はアナログ出力端子から、デ 
ジタル入力信号は DIGITAL OUTPUT 端子からのみ出力さ 
れます。 

•同じ入力系統の COAXIAL 端子と OPTICAL 端子から同時 
にデジタル信号が入力されると、 COAXIAL 端子からの入 
力信号が優先されます。 

• 本機の OPTICAL 端子は、 EIAJ 規格に基づいて設計されて 
います。 EIAJ 規格を満たさない光ファイノ（ーケーブルを 
使用すると、正常に作動しないことがあります。 


スピーカー 端子 
(10〜11ページ参照) 


( DSP - AX 530) 



AC OUTLETS SWITCHED 
(電源供給コンセント） 

(17 ページ参照） 
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接続のしかた 


■ テレビ（モニター）に接続する 

お使いのテレビモニターのビデオ入力端子を MONITOR 
具体的な接続例については次ページをご覧ください。 OUT VIDEO 端子に接続して下さい。 


ビデオ機器を接続する 


■ 本機のビデオ端子について 


| DSP - AX 530 l 〇©© のビデオ端子を装備しています。 

〇のV 旧 E0 端子のみ装備しています。 


DSP - AX 430 



Pr/Cr Pb/Cb Y 

響©© 



テレビまたはモニターに映像を正しく表示するためには、 
接続した機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。 

〇 V 旧 E0 端子: 通常の映像信号を接続します。 

© S VIDEO 端子： 

S ビデオ信号を接続します。 S ビデオ信号は輝度信号 
(Y 信号）と色信号 （C 信号）に分かれているため、より 
美しい映像を楽しめます。 

〇 COMPONENT VIDEOS 耑子： 

コンポーネントビデオ信号を接続します。コンポーネ 
ントビデオ信号は輝度信号(丫信号）と色差信号 (Pb/Cb 
および Pr/Cr 信号)の3系統に分かれているため、映像 
の色をより忠実に再現できます。 


ご注意 


• 本機では、 COMPONENT V 旧 E0 端子と S VDEO 端子、 
VDEO 端子間の信号は独立しています。 VIDEO 端子から 
入った信号は VIDEO 端子に、 S VIDEO 端子から入った信 
号は S VIDE ◦端子に、 COMPONENT VIDEO 端子から 
入った信号は C 〇 MPONENT VIDE 〇端子に出力されます。 

• 本機をテレビ(モニター)、ビデオ再生機器および録画機器に 
接続する際には、入出力側とも、ビデオや S ビデオ、コンポー 
ネントビデオなどの同じ種類の端子に接続してください。 

• S VIDE ◦および COMPONENT VIDE 〇端子の接続には、 
市販の専用ケーブルをお使いください。 

• 本機の S VIDEO 端子は、映像に合わせてテレビのワイドモー 
ドを切り替える、 S1 および S2 規格には対応していません。 

• 市販のコンポーネントビデオ信号対応機器には、端子名が 
「Y、 Pb 、 Pr 」 以外に、 「Y、 Cb 、 Cr 」 や「丫、巳- Y、R-Y」 とい 
うものがありますが、詳細は接続した機器の取扱説明書を 
ご覧ください。 

• テレビ(モニター)がコンポーネント信号に対応していない 
場合は、ビデオ機器と本機をコンポーネント信号で接続し 
ても、テレビ(モニター)で映像を楽しめません。 あらかじめ 
ビデオ機器とテレビ(モニター)の対応信号をご確認の上、 

ビデオ機器の接続を行ってください。 


■ DVD プレーヤーを接続する 

お使いの DVD プレーヤーの OPTICAL (光)デジタルオー 
ディオ出力端子を本機の DIGITAL INPUT 端子に、また、 

ビデオ出力端子を VIDEO 入力端子に接続してください。 

| DSP - AX 5~^1 お使いの DVD プレーヤーに S ビデオ出力 
やコンポーネントビデオ出力端子がある場合は 

市販の接続コードを使って本機の S VIDEO 入力端子、 

または COMPONENT VIDEO 入力端子に接続します。 
OPTICAL (光)デジタル出力端子のないビデオ機器を使 H 
用する際には、 AUDIO 端子に接続してください。その_ 
場合には、ドルビーデジタルや DTS 、 AAC などのマ 
ルチチヤンネル再生はできません。 

■ 衛生放送/ CATV チューナーを接続する 

衛星放送/ CATV チュ_ナ_のビデオ出力端子を本機 
の VIDEO 入力端子に接続してください。 

IDSP-AX530I お使いのテレ K (モニター）の OPTICAL 
(光)デジタルオーディオ出力端子を本機の DIGITAL 
INPUT 端子に接続してください。 


DSP - AX 430 


お使いのテレビ（モニター）のオーディオ入 


力端子を本機の AUDIO 入力端子に接続してください。 


■ 他のビデオ機器を接続する 

お使いのビデオ機器のオーディオ出力端子を本機の 
AUDIO 入力端子に、ビデオ出力端子を VIDEO 入力端子 
に接続してください。 


■ ビデオデッキを接続する 

お使いのビデオデッキのオーディオ入力端子を本機の 
AUDIO OUT 端子に、また、ビデオ入力端子を VIDEO 
〇 UT 端子に接続すると、録画できます。また、オーディ 
才出力端子を本機の AUDIO IN 端子に、ビデオ出力端子 
を VIDEO IN 端子に接続すると、お使いのビデオデッキ 
からソースを再生できます。 

IDSP - AX 530 I お使いのビデオデッキに S ビデオ入出力端子 
がある場合は 

• ビデオデッキの S ビデオ入力端子を本機の S VIDEO 
OUT 端子に接続してください。 

• ビデオデッキの S ビデオ出力端子を本機の S VIDEO IN 
端子に接続してください。 


ご注意 


• OUT (REC) 端子と接続している機器の電源が切れている場 
合に、再生音が歪んだり、音量が下がったりすることがあり 
ます。このような場合は、接続している機器の電源を入れて 
お使いください。 

• セットメニューの「7 I /〇 ASSIGN」 を変更することで、使用 
していないデジタル入出力端子およびコンポーネントビデオ 
端子を別の機器用に変更して、利用することもできます。 
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接続のしかた 



信号の流れ 


-アナログ音声左 （ L ) 接続コード 

-アナログ音声右 （ R ) 接続コード 

光デジタル接続コード 


映像信号接続コード （ VIDEO 、 ， 
S ビデオ、コンポーネントビデオ）* 


[ DSP - AX 530] 

* VIDEO、S VIDEO、COMPONENT 
VIDEO 端子のうち、お使いの機器の端 
子形状に適したビデオケーブルを1系統 
のみ接続してご使用ください。 
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接続のしかた 


■ CD プレーヤーを接続する 

お使いの CD プレーヤーに COAXIAL デジタル出力端子 
がある場合は、 DIGITAL INPUT CD 端子に接続してく 
ださい。 

ヒント 

COAXIAL (同軸）デジタル出力端子のない CD プレー 
ヤーを使用する際には、 AUDIO 端子に接続してくださ 
い0 

■ CD レコーダー や MD レコーダーを 接続する 

アナログ録音するときは、 CD/MD レコーダーの入力 
端子を MD / CD-R OUT ( REC ) 端子に接続してくださ 
し、。また、再生する際は、 CD /MD レコーダーの出力 
端子を MD / CD-R IN ( PLAY ) 端子に接続してください。 


IDSP - AX 5301 デジタル録音するときは、 CD/MD レコー 
夕一 の OPTICAL (光)デジタル入力端子を DIGITAL 
OUTPUT MD / CD-R 端子に接続してください。また、 
再生する場合は、 CD/MD レコーダーの OPTICAL (光） 
デジタル出力端子を DIGITAL INPUT MD / CD-R 端子 
に接続してください。 


ヒント 

CD/MD レコーダーをアナログとデジタルの両方の入 
力端子に接続すると、デジタル信号が優先されます。 


| DSP - AX 530 l OPTICAL (光）デジタル入出力端子のな 
い CD/MD レコーダーを使用する場合には、 AUDIO 
端子に接続してください。 


OUT ( REC ) 端子と接続している機器の電源が切れている 
場合に、再生音が歪んだり、音量が下がったりすることが 
あります。このような場合は、接続している機器の電源を 
入れてお使いください。 


1 


IDSP - AX 530 I セツ トメニユーの「7 I/O ASSIGN 」 を変更す 
ることで、使用していなし)端子を別の機器用に変更して、利 
用することも)でぎます。 


AUDIO 出力 


CD プレーヤー 


CD レコーダー 
または 

MD レコーダー 



■ 信号の流れ 


アナログ音声左 （ L ) 接続コード 
アナログ音声右 （ R ) 接続コード 
同軸デジタル接続コード 


— wdinnr , •二 II /Ke 住— I _ に 


オーディオ機器を接続する 


DSP-AX430 


DSP - AX 430 


ご注意 
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アンテナを接続する 


本機には AM ループアンテナ及び FM 簡易アンテナが付属し 
ています。付属のアンテナは、電波状況が非常に良い地域 
で受信する場合にご使用ください。 

各アンテナを端子に正しく接続してください。 

■FM 簡易アンテナを接続する 

付属の FM 簡易アンテナを FM ANT 端子に接続してくださ 
い 0 



■ AM ループアンテナを接続する 

IT アンテナをアンテナスタンドに取り付ける。 



だ状態で、 AM ループアンテナのコードを AM 
ANT 端子と GND 端子に差し込む。 

コードに極性はありません。 



FM 屋外アンテナを接続するときは 

アンテナの同軸ケーブルを市販の F 型コネクターを使って、 
FM ANT 端子に接続します。詳しくは、屋外アンテナをお 
買い求めの販売店にご相談ください。 



ヒント 


• AM ループアンテナをスタンドから取り外して、壁などに 
取り付けることもできます。 

• 放送を良好に受信するためには、屋外アンテナを設置す 
ることをお勧めします。詳しくは、最寄りのヤマ八電気音 
響製品のサービス拠点にお問い合わせください。 

• AM ループアンテナは、本機から離して設置してくださ 
い0 

• 屋外アンテナを接続した場合でも、 AM ループアンテナは 
必ず接続しておいてください。 
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接続のしかた 


外部デコーダーを接続する 電源コードを接続する 


本機の 6CH INPUT 端子に、 6(5.1) チヤンネル出力端子を 
持った DVD オーディオプレーヤーやその他の外部デコー 
ダーなどを接続できます。 

外部デコーダーの出力端子を 6CH INPUT 端子につなぎま 
す。メイン、サラウンドチヤンネルの入出力のし R 端子が 
正しく接続されているか確認してください。 


ご注意 


• 外部デコーダーからの入力音声には、本機の音場効果は 
加わりません。 

• 6CH INPUT 端子から入力した信号には、セツトメニュー 
の |"1SPEAKER SET」 の設定は、 「lEMAINLv」 を除い 
て反映されません。 



電源コード 


AC OUTLETS 
SWITCHED 
(電源供給コンセント) 


1 


■ AC OUTLETS SWITCHED (電源供給コ 
ンセント） 

本機の AC OUTLETS SWITCHED (電源供給コンセント） 
に他の機器の電源コードを接続すると、他の機器に電源を 
供給できます。本機の電源スイッチの入/スタンバイと連 
動して、合計で最大消費電力100 W までの機器に、電源を 
供給できます。 

■ 電源コードを接続する 

すべての接続が終わったら、家庭用 AC100V、50/60HZ 
の AC コンセントに電源コードのプラグを接続します。 


ご注意 


•音量レベルやセットメニューの設定内容、エフェクトス 
ピーカーのレベルなどの設定は、本機の内蔵メモリーに 
記憶されています。約1週間は電源コードをコンセントか 
ら外しても、メモリー内容はそのまま記憶されています 
(メモリーバックアップ)。ただし1週間を過ぎると、記憶 
内容が消去されることがあります。このような場合は再 
度、設定を行ってください。 

•電源供給コンセントに他の機器を接続する場合や、本機 
の電源コードを AC コンセントに接続する場合には、電源 
ブラグの向き(極性）によって音が変わることがあります 
ので、お好みの向きで接続してください。 
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II STANDBY / ON スイッチ、またはリモコンの 
SYSTEM POWER キーを押す。 

本機の電源が入ります。 



本体 リモコン 


B DVD などの映像ソースを再生する場合は、本機 

と接続したテレビ（モニター）の電源を入れ 
る。 


接続のしかた 


電源を入れる 


ここまでのすべての準備が終わったら、本機の電源を入れ 
ます0 



1 


E 

〇 

〇 

POWER Saw 

m o- 

mo/cor nirjcn 

D-IV/C81 \HtUX 

o o 
6 6 

m- 




□ ^ 
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スピーカーモー ドの設定 


本機は 5.1 チャンネル対応のメインアンプを備えています。スーパーウーファーを含め最大6本のスピーカーを使用するこ 
とができますが、お使いのスピーカーの数や大きさに合わせた最良の音場効果を得るためにスピーカーモードを設定する 
ことがでぎます。 

下記の表に記載されている初期設定値がお使いのスピーカーに合わない場合は、44〜45ページの「1 SPEAKER SET」 
にて設定を変更してください。 


SPEAKER SET の設定内容 


項目 

設定内容 

可変範囲 
(太字は初期設定） 

1 A CENT~ER 

センタースピーカーの性能、サイズや有無に応じて、出カモードを選択します。 

LRG/SML/NON 

IB M メ 

メインスピーカーの性能、サイズに応じて、出カモードを選択します。 

LARGE/SMALL 

u アエルアール 

1C REAR LR 

リアスピーカー U R の性能、サイズや有無に応じて、出カモードを選択します。 

LRG/SML/NON 

ID BASS 

LFE/BASS (低音）信号を出力するスピーカーを選択します。 

SWFR/MAIN/BOTH 

メイン レペル 

IE MAIN Lv 

メインスピーカーレベルを選択します。 

Nrm (ノーマル)/— 10d 巳 
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スピーカーの音声出カレベルを調節する 


テスト!ンを出力して、リスニンクポジションで聞こえ 
る各スピーカーからの音の大きさが同じになるように調節 
します。この調節はデジタル音場処理、ドルビープ□口 
ジッタ、ドルビープ□ロジック II 、ドルビーデジタルや 
DTS 、 AAC を最良の環境で使用するために重要です。 


ご注意 


へッドホンをつないでいると、音声出カレベルを調整できま 
せん。音声出カレベルを調節する前に、ヘッドホンを取りは 
ずしてください。 


テスト I -ーンで調節する 


付属のリモコンを使って、サラウンドサウンドシステムに 
必要な5つのス ピーカーとスーノ〈ーウー ファ ーの 出カレべ 
ルを調節します。 


注意 



調節は必ず音声を聴く位置（リス ニン グポジション)で行って 
ください。 


ZA TEST キーを押す。 


TEST 



テストトーンが聴こえるように本機の音量を調 
節する。 

本体の BASS と TREBLE 調節つまみを中央位置に合 
わせてください。 

テスト!ンは 、 LEFT (メイン L スピーカ _)— 
CENTER (センタースピーカー ) -RIGHT (メイン 
R スピーカー） — RSUR _ (リア R スピーカー）- 
SUR . (リア L スピーカー ） —SUBWOOFER (スー 
パ_ゥ_ファー）…の順で巡回し、それぞれ約2秒間 
ずつ聴こえます。 



BASS TREBLE 

0 ® 


または 




リモコン 


本体 


LEFT RIGHT 


★SUBWOOFER 
(スーパーウーファー） 



* スーノ〈ーウーファーのテストトーンはリア L スピー 
力一 (L SUR .) のテスト I ンの次に出力されます。 

ディスプレイにテスト I ンを出力しているスピーカーが 
表示されます。 


■3 


13 

-hi 


6 


S 

S 

0- 

Td 

0 

-0 

© 

© 

1 刪 1 







4 5 
2, 




す 

押 

を 

I 

キ 

P 

M 

A 
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スピーカーの音声出カレベルを調節する 


□ 調整したい スピーカーから 

テスト I ■'ーンが出ている間 
に〈キーまたは〉キーを押し- 
て、 メイン スピーカーの 音 
量と同じになるように調節 
する。 

調節中は、テスト!ンは調節中のスピーカーからの 
み出力されます。 

テスト I ンモードではメインスピーカーの音量レべ 
ルの調節はできませんので、 VOLUME 調節つまみや 
リモコンの+やーキーでメインスピーカーの音量レべ 
ルを調節してください。 


PRESET/CH 



a 


調節が終わったら、 TEST キーを 
押す。 


テスト!ンが止まります。 



S 


ご注意 


•テスト!ンが聴こえないときは、いったん音量を下 
げ、本機の電源を切ってからスピーカーが正しく接続さ 
れているか確認してください。 

• セツトメニュー「1 A CENTER 」 が N 〇 N に設定されている 
場合は、センタースピーカーの信号は左右のメインス 
ピー カーに同じレベルで振り分けられ、メインし R スピー 
力 _ から出力されます。この場合、センタ _ スピ_力 _ の 
音声出カレベルを調節することはできません。 

• セツトメニューの 「1 C REAR LRJ が NON に設定さ 
れている場合は、リアし R スピーカーの出カレベルは 
手順4では調節できません。テスト I ンはリアし R 
スピーカーをとばして巡回します。 

• セツトメニューの I "1 D BASS 」 が MAIN に設定され 
ている場合は、丁ストト _ ンはス_パ_ウ_ファ_を 
とばして巡回します。 

故 :ヒント 

•再生するソースによっては、テスト!ンで調節したス 
ピーカーレベルがお好みに合わないことがあります。こ 
の場合は、実際の再生音を聴きながら調節してください。 
詳しくは、「エフェクトスピーカーの音量を調節する」 
(52 ページ)をご覧ください。 

•エフェクトスピーカー(センター、リアしリア R ) の音量 
レベルを +10 dB まで上げてもメインスピーカーより音が 
小さい場合は、セツトメニュー「1 E MAIN Lv 」 を一1 OdB 
に設定して、メインスピーカーの音量レベルを約1/3に 
下げてください。メインレベルを変更した場合は、セン 
ター スピーカーおよびリアし R スピーカーのレベル調節 
をもう一度おこなってください。 
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音声/映像を再生する 


本機に接続したオーディオ機器やビデオ機器のソフト 
を再生します。 



El 本体の INPUT </>キー、またはリモコンの 
入力選択キーを押して、再生したい音声を選 
ぶ0 

選んだ音声(入カソース)の種類が、ディスプレイに数 
秒間表示されます。 

CD MO/C[>n TUNER 

〇〇〇 

DVD CMV/CBL V-AUX 

〇 

リモコン 


または 



本体 


3 — 


-5 


-6 


□ 本体の STANDBY / 〇 N スイッチ、またはリモ 

コンの SYSTEM POWER キーを押して、本機 
の電源を入れる。 



または 


本体 


POWER 


リモコン 


B DVD などの映像ソースを再生する場合は、本機 

と接続したテレビ（モニター）の電源を入れ 
る。 


選んだ入カソース 

入カソースは、本機に接続している機器名ではなく、その 
機器をつないでいる本機の端子名に対応しています。 

例：ビデオデッキではなく、 DVD プレーヤーを本機の 
VCR IN 端子に接続すると、ディスプレイには VCR と 
表示されますが、実際にはビデオデッキではなく、 
DVD プレーヤーの音が出ます。 

6 CH INPUT 端子に接続したオーディオソースを選 
択する 

映像と共に 6 CH INPUT 端子に接続された音声を楽しみた 
し)場合には、最初にビデオソースを選択して、次に 6 CH 
INPUT キーを押して < ださい。 


6CH INPUT 

本体 


または 


も 

LI モコン 


B 6 CH INPUT " がディスプレイに表示されている場合は、 
ほかのソースを再生することはできません。別の入力 
ソースを選択するには、 6 CH INPUT キーを押してディス 
プレイから “6 CH INPUT ” の表示を消してください。 



ご注意 
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音声/映像を再生する 


□ 機器の再生（または放送の受信）を始める。 

再生する機器の取扱説明書をご覧ください。 

&音量を調節する。 

音量レベルはデジタル表示されます。 

例： - 70 dB 

コントロール範囲 : VOLUME MUTE (最小）〜〇 dB 
(最大) 

なお、音量レベルは VOLUME 表示の パーグラフ でも 
確認できます。 

必要に応じて巳 ASS 、 TREBLE も調節してください。 
これらの調節はメインスピーカーから出力される音の 
みに有効です。 

• BASS コント□—ルは低音を調整します。 
• TREBLE コントロールは高音を調整します。 



または 




リモコン 




本体 


■ 巳 GV (ハッククラウンドビテオ)機 
能 

BGV 機能とは、ビデオ系ソースの映像と、オーディオ系 
ソースの音声を組み合わせて楽しむ機能です(例えばビデ 
才を観ながらクラシック音楽を楽しむことができます）。 

ビデオ系ソースを選択した後、リモコンの入力選択キー 
で、オーディオ系ソースを選択します。 


CD MD/CD-FA TUI 

DVC# D-TV/CBL V-/I 


■ 一時的に音声を消す（消音する） 

リモコンの MUTE キーを押します。 


[mutei 


前の音量に戻すには、もう1度 MUTE キーを押します。 

ヒント 

• VOLUME 十/ーキーや音場プログラムキーなどを押して 
も消音は解除できます。 

•消音中（ミュート中)は、本体ディスプレイの MUTE 表示 
が点滅します。 

• 本機をスタンパイ状態にすると、消音が解除されます。 


高 • 低音域の音声を最大もしくは最小限まで増減すると、 
センター、リアし R スピーカーから出力する音質はメイ 
ンし R スピーカーからの音質と調和がとれなくなること 
があります。 

OUT ( REC ) 端子と接続している機器の電源が切れている 
場合には、再生音が歪んだり、音量が下がったりすること 
があります。このような場合は、接続している機器の電源 
を入れてください。 


0音場プログラムを選ぶ。 

音場プログラムキーでお好みの音場プ□グラムを選択 
します。 

リモコンで操作するには、 DSP プログラムを選ぶ前 
に AMP キーを押してください。 


本体 


または 


KU ^ 

TV MONO MOVIE MOVIE 

SPORTS MOVIE THEATER - - 

(3) O O 

SUR. - SELECT MATRIX G.1 STEREO 

(S 、 I □ ) (ENTER 、 

EFFECT 

u モコン 



■ 本機の使用を終了するときは 

本体の STANDBY / ON スイッチ、またはリモコンの 
STANDBY キーを押して、本機をスタンバイ状態にし 
てください。 



STANDBY 


または 




本体 


リモコン 


入カソースを切り替えると、あらかじめ設定された音場プロ 
グラムに切り替わります。 


基本操作 
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入力信号のデジタル、アナログの優先順位を選んだり、 
AAC などの特定の系統に固定したりすることができます。 

■" 希望する入カモードが本体ディスプレイに表示 

されるまで 、 INPUT MODE キー（または選択 
している、リモコンの入力選択キー）を繰り返 
し押してください。 


INPUT MODE 

も 

本体 


または 


D モコン 


入カモード 

AUTO : 次の順序で入力信号が選ばれます。 

1) デジタル信号 

2) アナログ信号 

DTS ： DTS 信号以外は再生されません。 

AAC ： AAC 信号以外は再生されません。 
ANALOG : アナログ入力に固定されます。デジ 
タル信号が同時に入力されても再生されません。 


ヒント 

• 入カモードが AUT ◦に設定されているときに、ドルビー 
デジタルまたは DTS 、 AAC 信号が入力されると、自動的 
に最適なデコーダーが選択されます。 

• セツトメニューの「8 INPUT MODE 」 で、本機の電源を入 
れたときに、前回指定した入カモードをそのまま使うか、 
AUT ◦に戻すかを指定することもできます。 


入カモードが AUTO に設定されているときに、次のような症 
状が起こることがありますが、故障ではありません。 

• ドルビーデジタルまたは DTS ディスクを再生中にサーチ 
(検索）してから再生をはじめると、一部の LD および DVD 
プレーヤーで、再生音が少し遅れて再生される。 

• デジタル録音されていない LD を再生する場合に、一部の 
LD プレーヤーで音声が正常に再生できない。（この場合は 
入カモードを ANALOG に設定して、お使いください。） 


■ 48 kHz を超えるデジタル信号につ 
いてのご注意 

本機のデジタル入力端子には、サンプリング周波数 96 kHz 

までのデジタ j レ信号を入力することができます。詳しくは、 

デジタル入力端子に接続した機器の取扱説明書をご覧くだ 

さい 。 

48 kHz を超えるデジタル信号を入力する場合は、下記の点 

にご注意ください。 

一 音場プ□グラムが選択できなくなります。音声はメイ 
ンスピーカーからのみ通常の2チヤンネルステレオサウ 
ンドとして出力されます。そのため、ソースをお聴き 
の間は、エフェクトスピーカーのレベルは調節できま 
せん。 

-セツトメニューの「1 SPEAKER SET 」 の設定によつ 
ては、スーパ_ウ_ファーからも音が出る場合があり 
ます。 

一同じ入力系統の COAXIAL 端子と OPTICAL 端子から同 
時にデジタル信号が入力されると、 COAXIAL 端子から 
の入力信号が優先されます。 

■ DTS - CD / LD の DTS 音声の再生に 
関するご注意 

• プレーヤーから出力されるデジタル信号に音量レベル可 
変処理などの処理がされている場合は、本機とプレー 
ヤーをデジタル接続しても、 DTS 音声は再生できませ 
ん〇 

• DTS 音声を再生するには、音声を再生する機器をデジタ 
ル入力端子に接続して、入カモードを AUTO または DTS 
に設定してくださし、入カモードを ANALOG に設定し 
て再生した場合、雑音が発生することがあります。 

• DTS 音声を再生中に入カモードを ANALOG に切り替え 
ると、音声は出力されません。 

• 入カモードを AUTO に設定して DTS 音声を再生する場合 
は： 


-本機は DTS 信号3 
( df » 表示が点灯) 


I )に切り替わります。 DTS 音声の再生 
が終了したときに、 elf * 表示が点滅することがありま 
すが、点滅中は DTS 音声しか再生できません。 DTS 音 
声の再生が終了後すぐに、通常の PCM 音声を再生し 
たいときは、入カモードを AUTO に設定しなおしてく 
ださい。 

—プレーヤー側でサーチまたはスキップ操作をして DTS 
信号がとぎれると、 dt * 表示が点滅することがありま 
す。この状態が30秒以上続くと、自動的に DTS モード 
から通常のデジタル （ PCM ) 入力に切り替わり、 
表示は消灯します。 


入カモードを切り替える 



ご注意 


音声/0央像を再生する 


nofi 
056 

〇署 
6^0 
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音声/映像を再生する 


PROGRAM < 1/0 


2,3 


U リモコンの AMP キーを押す。 AMP 

B リモコンの音場プ□グラムキーを押してお好み 

の音場プ□グラムを選ぶ。 

プログラム名は、ディスプレイに表示されます。 


音場プ□グラム名 


音場サブプログラム名 


音場サブプログラム名 


• 本機では、お好みにより、全部で9つの音場プ□グラムを選 
択できます。ただし、一部の音場プ□グラムでは入力信号の 
種類に適したデコーダーと音場サブプログラムが自動的に選 
択されます。詳しくは、「入力信号形式のちがいによる音場 
サブプ□グラム名一覧」 （31 ページ）をご覧ください。 

• 6 CH INPUT 端子に接続しているソースを再生していると 
きと、サンプリング周波数 48 kHz をこえるデジタル信号 
が本機に入力されているときは、デジタル音場プログラム 
は使用できません。 

• リスニングルームの音響効果は、音場プ□グラムに影響を 
与えます。プログラムによって作り出される効果を最大限 
に弓 I き出すために、リスニングルーム内に反響しやすい物 
体をできるだけ置かないようにしてください。 

• 入カモードが AUTO に設定されている場合にはドルビーデ 
ジタル、 DTS または AAC 信号が入力されると、選択して 
いる音場プ□グラムによっては、入カソースに対応した音 
場サブプログラムに自動的に切り替わる場合があります。 
詳しくは、「入力信号形式のちがいによる音場サブプ□グ 
ラム名一覧」 （31 ページ）をご覧ください。 

• 本機をスタンバイ状態にしたときの入カソースと音場プロ 
グラムは記憶されています。電源を入れると、自動的に前 
回の状態に戻ります。 

• モノラルソースを PRO LOGIC/NORMAL PRO LOGIC 
/ ENHANCED や PRO LOGIC II Movie 音場で再生中は、 
センタースピーカーからのみ音が出ます。メインスピー 
力一やリアスピーカーからは音は出ません。ただし、セツ 
トメニューの「1 A CENTER 」が NON に設定されている 
ときは、センターチヤンネルの音声はメインスピーカーか 
ら音が出ます。 

ヒント 

• 本体の PROGRAM キーでも音場プ□グラムを選択できます。 

• 音場プ□グラムはプログラム名ではなく、ご使用になるリ 
スニングルームの状況やお好みに合わせてお選びくださ 
し、 


ROCK ENTER- 

HALL JAZZ CLUB CONCERT TAINMENT 

O © CD CD 

TV MONO MOVIE MOVIE 

SPORTS MOVIE THEATER 1 THEATCR 2 

© CD 

SUB. - SELECT MATRIX 6N-> yEREO 

( 9 I (" 0 ) (*10) lENTERl 

EFFECT 


本機には、世界各地の著名な演奏会場での実測データを元 
に作成された Hi-Fi DSP 音場プ□グラムに加え、より幅広 
い表現力を持つ CINEMA - DSP 音場プ□グラムを内蔵して 
います。 

再生するときにお好みの音場を呼び出して、その臨場感と 
効果をお楽しみください。各音場プログラムについて詳し 
くは、29〜36ページをご覧ください。 


EI 音場プ□グラムキーを繰り返し押して、お好み 
の音場サブプ□グラムを選ぶ。 

例 ： 「MOVIE THEATER 1」を繰り返し押すと、音 
場サブプログラム「 Sci - FU と「 Spectacle 」が 
交互に表示されます。 


HALL JAZZ CLUB CONCERT TAINMENT 

O © O 

TV MONO MOVIE MOVIE 

SPORTS MOVIE THEATER 1 THEATCR 3 

O 0 

SUR. - SELECT 

o © 



音場プログラム名 


音場プ□グラムを選ぶ 





ご注意 
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音声/映像を再生する 


HALL J0Z2CUIB cmctm rtUfMEM 

Cs )_ d ) (3) 

— BELECr uomxa.i STEREO 


® © 


(•101 ^BVTE^ 


rn 

— 

+ 



刪 ME 

□ 

□ 



PROGRAM <I/I> 


3 , 4 , 5 _ 



□ 2 チヤンネルソースを選択してから、そのソー 

スを再生する。 


a 


「ロロ/ DTSSUR . 」キーを押して、ソースに 
合った音場サブプログラムを選ぶ。 

手順4で PRO LOGIC II デコーダーを選んだときは、 

PRO LOGIC II Movie « PRO LOGIC II Music と 

交互に切り替わります。 


PIHLL ULUD UUIMUtH I lAUMMtN 

O O CD O 

TV MONO MOVIE MOVIE 

SPORTS MOVIE THEATER 1 THEATCH! 

<3> O CD O 

— SELECT M 


(BtlTBt) 

EFFECT 


ヒント 

•本体の PROGRAM キーでも、 PRO LOGIC II 
Movie や PRO LOGIC II Music を選択できます。 

• 2 チャンネル音声以外の信号は、 DOLBY PRO LOGIC II 
デコーダーでは再生できません。 


B リモコンの AMP キーを押す。 




EI 「口 □/ DTS SURJ キーを押す。 

前回再生した音場サブプログラムが本体ディスプレイ 
に表示されます。 


CONCERT 


^ ^ 
TV MONO MOVIE MOVIE 

SPORTS MOVIE THEATER 1 THEATERS 

CD 0 © O 

- SELECT MATRIX 6.1 STEREO 

0 © © 


リモコン 


音場プ□グラム No . 9 で PRO LOGIC II を選択すると、 2 
チヤンネノレソースを仮想的に多チヤンネノレ化してお楽しみい 
ただけます。 


U SELECT キーを繰り返し J 甲して 、 PRO 
LOGIC II を選ぶ。 


HALL JAZZ CLUB CONCERT TAINMEIVTI 

CD <3> <3> <3> 

TV MONO MOVIE MOVIE 

SPOUTS MOVIE THEATER 1 THEATER 2 

0 0 U d 

SUR. —— SELECT MATRIX 6.1 STEREO 
I 91 (□ ) ( +10 ) (ENTiRl 


PRO LOGIC II を選ぶ 




0 


□00 

ooo 

lDoo 

011605 
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音声/映像を再生する 


■ ドルビーデジタルサラウンド EX や 
DTS ES ソースを再生する 

「MATRIX 6.1 」キーを押して、ドルビーデジタル+マト 
リクス6.1か DTS + マトリクス6」デコーダーを作動さ 
せることにより、リア L とリア R チヤンネルからリアセン 
ターチヤンネルをつくり出し、バーチヤルリアセンタース 
ピーカーから音を出すことができます。 

(音場プ□グラムと出力する スピーカー の関係については 
「入力信号と再生スピーカー対応表」 （32 ページ）をご覧 
ください。） 



「 MATRIX 」 表示が点灯します。 


「MATRIX 6.1 」キーを押すごとに、 AUTO (自動判別)— 

Matrix 6.1 (マトリクス音声）— OFF — AUTO — ••■の順に 

ディスプレイ表示が切り替わります。 

AUTO : 信号によって、ドルビーデジタル+マトリク 

ス 6.1 音声と DTS + マトリクス 6.1 音声に 
自動的に切り替わります。バーチャルリアセ 
ンタースピーカーは、 5.1 チヤンネルソース 
には作動しません。 

Matrix 6.1: マトリクス6_1デコーダーによる入カソー 
スの6チヤンネル再生中は、このモードにな 
ります。バーチヤルリアセンタースピーカー 
は、 5.1 チャンネルソース再生中に使用でき 
ます。 

OFF : マトリクス6.1デコーダーは作動しません。 

バーチャルリアセンタースピーカーからは音 
は出ません。 


ご注意 


• ドルビーデジタルサラウンド EX もしくは DTS ES ディス 
クには、本機が自動的に認識できる信号（フラグ)が含ま 
れていない場合があります。このようなディスクを 6.1 
チヤンネルで再生するには、 Mat 「 ix 6.1 を選択してくださ 
い0 

• 下記の場合には、 MATRIX 6.1 キーを押しても 6.1 チヤン 
ネル再生はできません。 

一 「1 C REAR LR 」 を NON に設定している。 

一音場効果が「切」（ステレオ再生)になっている。 

—へッドホンを接続している。 

一 6 CH INPUT 端子に入力されている音声を再生している。 
-ドルビーデジタル KARA 〇 KE 方式のソースを再生して 
いる。 

—音場プ□グラムで 5 ch Stereo を選んでいる。 

• 本機をスタンバイ状態にしてからもう1度電源を入れる 
と、上記設定は AUTO に戻ります。 


■ メインスピーカーだけで音場プ□グ 
ラムを楽しむ（バーチャルシネマ 
DSP) 

セットメニューの 「1 C REAR LR 」 を NON に設定すると、 
バーチャルシネマ DSP 音場を楽しめます。 

入カソースの音声はバーチャルシネマ DSP で音場処理さ 
れ、選んだ音場プ□グラムでメインスピーカー(し R ) から 
音声が再生されます。 


ご注意 


下記の場合は、セットメニュ_「1 C REAR LR 」 が NON に設 
定されていても、バーチャルシネマ DSP にはなりません。 

• 5 ch Stereo や Pro Logic Normal、DOLBY DIGITAL 
Normal、DTS Normal、AAC Normal、Pro Logic II 音 
場プ□グラムを選んでいる。 

• 音場効果が「切」 （ STEREO ) になっている。 

• 本機の 6 CH INPUT 端子に接続されたソースを再生してい 
る0 

• サンプリング周波数 48 kHz を超えるデジタル音声が入力 
されている。 

• テスト!ンを使用している。 

• へッドホンを接続している。 


基本操作 
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音声/映像を再生する 


■ へッドホンで音場プ□グラムを楽し 
む（サイレントシアター） 

ステレオ音声再生状態でないときにへッドホンを本体の 
PHONES 端子に接続すると、へッドホンでマルチスピー 
力一による音場プ□グラムを擬似的に再現できる、サイレ 
ントシアターで音声を楽しめます。 「 SILENT 」 表示が本体 
ディスプレイに点灯します。(音場効果がオフの状態では通 
常のステレオ再生になります。） 


ご注意 


• サンプリング周波数 48 kHz を超えるデジタル音声が入力 
されているときは、サイレントシアターは作動しません。 

• 6 CH INPUT 端子に入力された信号を再生しているとき 
は、メインし R チヤンネルの音声のみヘッドホンに出力 
されます。 

• LFE チヤンネル音声は他のチヤンネルとミックスされて、 
へッドホンから出力されます。 

■ 通常のステレオ音声で再生するには 

STEREO / EFFECT キーを押して、 

「 STEREO 」 を表示させる。 

音場効果が「切(オフ)」になり、通常のステレオ再生に 
戻ります。 STEREO / EFFECT キーをもう1度押すと、 
音場効果が「入(オン)」になります。 


■ 入力信号情報を表示する 

ステレオ再生中、入力信号のタイプ、フォーマツトや 
サンプリング周波数などの情報をデイスプレイに表示 
でぎます。 

(ソてス再生中） 

H リモコンの AMP キーを押す。 

0 " v キーを 押す。 

入力信号の情報が表示されます。 


^4)1 ヒント ^ 

• ( Format ): 入力信号の信号フォーマット。デジタル入力 
を認識できない場合は、アナログモードに設定されます。 


入力信号 

表示 

アナログ音声 

Analog 

PCM 音声 

PCM 

ドルビーデジタル音声 

Dolby Digital 

DTS 音声 

DTS 

AAC 音声 

AAC 

不明なデジタル信号 

Unknwn Digital 
(Unknown Digital ) 



本体 


または 


EFFECT 、 

1)モコン 


ご注意 


• 音場効果をオフにすると、センタースピーカーとリアし R 
スピーカーからは音は出ません。 

• ドルビーデジタルや AAC 、 DTS の音声を再生中に音場効 
果を「切」にすると、ダイナミックレンジが圧縮され、セン 
夕一およびリアチヤンネルの信号はメインスピーカーの 
し R にミックスされて出力されます。 


•音場効果をオフにしたり、セツトメニューの 
「4 D . RANGE 」 を MIN に設定すると、音量が極端に下がる 
ことがあります。このような場合は音場効果をオンにし 
てください。 


• LFE チャンネル音声は、セットメニューの 「1 D BASS 」 設 
定により、メイン L、R スピーカーかスーパーウーファー、 
または、両スピ_力_から出力されます。 


• fs :入力信号のサンプリング周波数(デジタル信号入力時の 
み)。サンプリング周波数が不明の場合は、 unknown と表 
示されます。 

• (Audio Channels ): 入力信号の音声チャンネル数（ドル 
ビーデジタル/ DTS / AAC 入力時のみ)。 

例えば、 「 in :3/2/ LFE 」 と表示された場合は、「フロント 
3チャンネル/リア2チャンネル/ LFEJ を示しています。 
また、二力国語放送などの主+副の2チャンネル音声は 
「1 + 1」、3音声以上の音声多重形式の音声は 「 MLT 」 と表 
示されます。 

• rate (bit rate ) :入力信号の1秒あたりのデータ量[ビット 
レート： ]( ドルビーデジタル / DTS のみ)。ビットレートが 
不明の場合は、 「 unknown 」 と表示されます。 

• flg ( flag ): 入力信号に含まれている、ある動作をさせるた 
めの識別信号[フラグ; ]( ドルビーデジタル / DTS のみ)。フ 
ラグが認識できなかった場合は、 「 None 」 と表示されま 
す0 
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音場プログラムー覧 


音場とは • • • 

「その空間が持つ特有の音の響き」を音場と呼んでいます。 

コンサートホールなどで、私達は、楽器の音や歌手の声が直接聴こえてくる 
「直接音」の他に、床や壁 • 天井などに一回反射してから聴こえてくる「初期反 
射音」、さらに何回も反射を繰り返しながら次第に減猿してゆく「後部残響音」 
を聴くことになります。 

建物内部の形状や広さ、それに内装材料の種類等によって、初期反射音や残 
響音の構成が異なり、そのホール特有の響きが生まれます0それが「音場」で 
す。 

ヤマ八では、世界の著名なコンサートホールやオペラ八ウスなどで、反射音 
の方向.強さ.帯域特性.遅延時間等の音場情報を実際に測定し、その膨大 
なデータを本機に搭載した ROM 博用メモリー)に蓄積しています。 

本機では、この音場測定の第則データを基に作成された、音場プ□グラムを自由 
に選択し、著名ホールやライブノ V ウス等の音場をリスニングノ h ムに丽するこ 
とができます。 


ご注意 


• 本機の音場プ□グラムは、世界各地の実在のホールなどの音響特性を測定した結果に基づいて設計されています。そのため、 
前後左右で響きの強さや音量差が異なると感じられることがありますが、故障ではありません。 

• 下記の名称や説明にこだわらず、最も心地よく聞こえる音場プ□グラムをお選びください。 


Hi-Fi DSP プログラム 


プログラム No . 1〜4 ( Disco 、5 ch Stereo ) は音楽向けの Hi-Fi DSP プログラムです 0 
下表は各音場プ□グラムによって再現される音場の特長を記載しています。 


No. 

プ□グラム 

特長 

1 

CONCERT HALL 

円形ホールをイメージさせる広大な音場で、全周囲に反射音が拡がり、サラウンド感が 
強く、豊麗な響きが特長です。 

2 

JAZZ CLUB 

ニューヨークで話題のライブハウス「ザ•ボトムライン」のステージ正面の音場です。フ 
ロアは300席ある左右に幅広い客席で占められ、リアルでライブな音場です。 

3 

ROCK CONCERT 

□サンゼルスにあるロック系ライブ八ウスで、客席は最高時で約460程です。左後方 
に強い反射音がありますので、左後方が大きめに聞こえます。 

4 

ENTERTAINMENT/ 

ディスコ 

Disco 

ディスコミュージックに包まれる、乗りの良い音場空間を演出するプ□グラムです。 

ENTERTAINMENT/ 

チヤンネルステレオ 

5ch Stereo 

後方からも直接音が聴け、広いエリアで楽しめる効果が特徴のホームノ V °_ ティーを演出 
する音場プ□グラムです。 



基本操作 
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音場プ□グラムー】 


CINEMA - DSP プ□グラム 

プログラム No . 4 ( Game、Concert Video ) 〜 No . 6 はビデオ向けの CINEMA - DSP プログラムです。また、プログ 
ラム No . 7~9は映画向けの CINEMA - DSP プログラムです。 

下表は各音場プログラムによつて再現される音場の特長を記載しています。 

下記のプログラム名や特長にこだわらず、最も心地よく聞こえる音場プログラムをお選びください。 


No. 

プログラム 

特長 

4 

ENTERTAINMENT/ 

ゲーム 

Game 

モノラル、ステレオを問わず、ゲームサウンドにより一層の奥行きとサラウンド感を与え、 
迫力と臨場感のあるゲームが楽しめます。 


ENTERTAINMENT/ 

コンサート ビデオ 

Concert Viaeo 

ロック、ジャズ等のライブコンサート会場のイメージです。サラウンド音場に広いホールの 
データを使用しているため、間接音成分が豊かに回り込み、スクリーン周囲への映像空間、 

音場空間がいっぱいに拡がり、熱狂的な雰囲気にひたれます。 

5 

テレビ スポーツ 

TV SPORTS 

プレゼンス音場は狭めてありますが、サラウンド音場にはコンサ_トホールのデータを使用 
しており、様々なバラエティーや中継番組に、適用範囲の広い音場効果を再現しています。 
スポーツ中継のステレオ放送では、解説者は中央に定位し、歓声や場内の雰囲気は周囲へと 
拡がります。後方回り込みは適度に抑えてあるので、長時間使用しても違和感がありませ 
ん〇 

6 

MONO MOVIE 

古いモノラル名作映画専用のポジションです。オペラ八ウス系のプレゼンス音場と適度な残 
響処理により、往年の名作映画のモノラル音声が臨場感を持って再生されます。 

7 

MOVIE THEATER 1 / 

SPECTACLE 

70 mm 映画の大画面シアターそのものの超ワイドな空間に映画の空気がそのまま存在する 
ようなスペクタクルな音場です。微妙な音の響きまでも再現する表現力をもち、映像と空間 
に今までにないリアリティを生みだします。 70 mm 映画初期の作品から最新のドルビーデ 
ジタル、 DTS や AAC ソースまで、幅広くスペクタクルな世界が楽しめます。 


MOVIE THEATER 1 / 

サイエンスフイクシヨン 

SCI-FI 

最新の SFX 映画のサウンドデザインをセリフと音楽効果音にクールに描き分け、静けさの 
中に広大なシネマ空間を演出します。高度なテクニックを駆使したドルビーデジタル、 

DTS や AAC ソースまで、サイエンスフィクションの世界を仮想空間音場で楽しめます。 

8 

MOVIE THEATER 2 / 

ADVENTURE 

最新の映画サウンドデザインを最高に再現するプ□グラムです。 70 mm / ドルビーデジタ 
ルおよび DTS 、 AAC ソースのマルチトラックにデザインされた演出を忠実に再現すると共 
に音場プログラム自体の響きをできるだけ抑えた、最新の映画館とコンセプトを同じにして 
います。プレゼンス音場に、オペラハウス音場データを使用。会話の定位、立体感に優れて 
います。サラウンド音場にはコンサートホールのデータを使用、力強い響きと共にアクショ 
ン、アドベンチャーなどのデザインされたサウンドを明確に再現し、痛快な臨場感をもたら 
します。 


MOVIE THEATER 2 / 

GENERAL 

70 mm / ドルビーデジタルや DTS 、 AAC ソースのマルチトラックのサウンドを再現するプ 
□グラムで、全体に柔らかい拡がり感のある響きが特長です。プレゼンス音場はやや狭い印 
象で、セリフの響きを抑え明瞭度を損なわずにスクリーン周囲とスクリーンの奥に立体的に 
再現されます。サラウンド音場は後方の広い空間に音楽やコーラス等の八ーモニーが美しく 
響く印象です。 

9 

□□/DTS/AAC SURROUND/ 

NORMAL 

AAC 、 DTS 、 ドルビーデジタルまたはドルビープ□ロジックで処理されたムービーサウ 
ンドをストレートに再生します。スムーズで正確な音源の移動感や定位が得られます。 


□□/DTS/AAC SURROUND/ 

ENHANCED 

ドルビーサラウンド、 DTS サラウンドまたは AAC サラウンドのオリジナル定位を乱すこ 
となく、正確なデコード動作と DSP 処理を行います。映画館さながらの豊かなサラウンド 
音場が、リスナーを包み込みます。 
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音場プログラムー】 


■ 入力信号形式のちがいによる音場サブプログラム名一覧 

プログラム No . 7〜9では入力信号の種類によって、デコーダーと音場サブプログラム名が自動的に選ばれます。 



\ 入力 

\ 信号 

プログラム \ 

2 チヤンネル 

5.1 チヤンネル 

6.1 チヤンネル* 

No. 

アナログ、 PCM 、 
ドルビーデジタル、 
DTS、AAC 

ドルビー 

デジタル 

DTS 

AAC 

ドルビーデジタル 
マトリクス 6.1 

DTS 

マトリクス 6.1 

AAC 

マトリクス 6_1 

7 

MOVIE 
THEATER 1 

70 mm Spectacle 

DGTL Spectacle 

DTS Spectacle 

AAC Spectacle 

Spectacle 6.1 

SDectacie o. 1 

Spectacle 6.1 


70 mm Sci-Fi 

DGTL Sci-Fi 

DTS Sci-Fi 

AAC Sci-Fi 

Sci-Fi 6.1 

Sci-Fi 6.1 

Sci-Fi 6.1 

8 

MOVIE 
THEATER 2 

70 mm Adventure 

DGTL Adventure 

DTS Adventure 

AAC Adventure 

Adventure o.1 

Adventure 6 . 1 

Adventure 6 . 1 


70 mm General 

DGTL General 

DTS General 

AAC General 

General 6 .1 

General 6 .1 

General 6 .1 

9 

DOLBY 

DIGITAI 

— 

Normal 

— 

— 

Matrix 6 .1 

— 

— 



— 

Enhanced 

— 

— 

Enhanced 6 .1 

— 

— 


DTS DIGITAL 
SUR 

— 

— 

Normal 

— 

— 

Matrix 6 . 1 

— 


— 

— 

Enhanced 

— 

— 

tinnanced 6 .i 

— 


AAC DIGITAL 
SUR 

— 

— 

— 

Normal 

— 

— 

Matrix 6 . 1 


— 

- 

— 

Enhanced 

— 

— 

tinnanced 6.1 


PRO LOGIC 

Normal 

- 

— 

— 

— 

— 

— 



匕 nnanced 

— 

— 

— 

— 

— 

— 


PRO LOGIC II 

Movie 

— 

— 

— 

— 

— 

— 



Music 

— 

— 

— 

— 

— 

— 


マトリクス 6. 1デコーダーが作動していることを示しています。 


ご、於 ヒント 

•入カモードが AUTO に設定されている場合は (24 ページ)、ドルビーデジタル信号または DTS 、 AAC 信号が入力されると、音 
場プ□グラムは自動的にドルビーデジタルまたは DTS 、 AAC 再生用音場に切り替わります。 

•マトリクス 6.1 デコーダーの選択を AUTO に設定した場合は、ドルビーデジタルサラウンド EX や DTS ES ソフトが再生 
されると、ドルビーデジタル+マトリクス 6.1 または DTS + マトリクス 6.1 デコーダーが作動し、デコーダーに対応した 
音場プ□グラムが選択されます。 

• マトリクス 6.1 デコーダーが作動している場合は、ドルビーデジタルや DTS、AAC 5.1 チャンネル音声をバーチャルリア 
センタースピーカーから再生できます。この場合、音場サブプログラム名は 6.1 チャンネルに対応するプ□グラムに変わり 
ます。 

• 6.1 チャンネルソース再生中にマトリクス6_1デコーダーを OFF にすると、プログラム名は 5.1 チャンネルに対応するプ 
□グラムに変わります。 


ご注意 


• プログラム 9( Enhanced モードを除く）を選択した場合は、 「5^1 表示は点灯しません。 

• モノラルソースを CINEMA - DSP プ□グラム 4( Game、Concert Video ) および5〜9で再生した場合、ソースの音声はセン 
夕ースピーカーから出ます。メインスピーカーとリアスピーカーからは、シネマ DSP の効果音(反射音)のみ出力されます。 


基本操作 


31 
































入力信号と再生スピーカー対応表 

音場プ□グラムと入力音声信号、再生スピーカーの関係について詳しくは、下記の表をご覧ください。 

本機に入力する音声信号と、選んだ音場プ□グラムの組み合わせによっては、特定のスピーカーから音が出ないことがあ 
ります。 


入力信号の種類によって、下図で示されたスピーカーから音声が出力されます。 


入力信号 

音場プ□グラム名 

① CONCERT HALL 

② JAZZ CLUB 

③ ROCK CONCERT 

④ ENTERTAINMENT 


2 チヤンネル 
( モノラル） 


S D i 


2 チヤンネル 
( ステレオ） 


1□層 


□ □ 


5.1 チヤンネル 


□ □ □ 
七 

□ □ 


6.1 チヤンネル ” 


111 


④ ENTERTAINMENT 
/5ch Stereo 


III 


saa 


BSfi 


④ ENTERTAINMENT 


D □ 


□ □ 


④ ENTERTAINMENT 
/Concert Video 

⑤ TV SPORTS 
© MONO MOVIE 

® MOVIE THEATER 1 
⑧ MOVIE THEATER 2 

⑧ □ 口 / DTS/AAC 
SURROUND/Normal 

⑨ [][]/DTS/AAC 
SURROUND 
/Enhanced 


□ □ □ 

公'^も 

令^ 5 

E □ 


□圆 □ 

n n 


□ □ □ 

公らも 

□ □ 


III 


□ □ 


□ □ □ 

公'^も 

令^? 

〇 □ 


□ □ □ 

3 七 

6 

令 G 

□ □ 


III 


III 


® PRO LOGIC II 


d s d isa 


sac 


□ n □ □ 


6 

y _ y 

Movie/Music 


マトリクス 6.1 デコーダーが作動していることを示しています。 
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音場プログラムー】 


表の見かた 

表中のイラストは、5つのスピーカーを示します。 



L: メイン L スピーカー 
C: センタースピーカー 
R: メイン R スピーカー 
RL: リア L スピーカー 
RR: リア R スピーカー 


スピーカーモード （1 9ページ)で NON に設定されているス 
ピ_力_は、接続されていても音は出ません。 

再生するソースに含まれている信号成分によっては、ス 
ピーカーから音が出なかったり、小さい音しか出ない場 
合もあります。映画の効果音など、シーンに合せて部分的 
にしか使用されないチヤンネルもあります。 


イラスト中の各スピーカーのイラストは、音が出ているか 
いないかを示します。 

鬥 音が出ているスピーカー 

□ 音が出ていないスピーカー 


m パーチヤルリアセンタースピーカー(音が出ている） 


基本操作 
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音場プ□グラムー】 


CINEMA - DSP 音場プ□グラムのサウンドデザイン 


映画製作者の意図するサウンドは、セリフは明瞭にスクリーン上に定位し、効果音はその奥に、音楽はさらにその奥に拡が 
り、そしてサラウンドは視聴者を取り囲んでスクリーンの映像と一体になるようにデザインされています。 


ヤマハ DSP を AV 再生用に進化させたプログラムが 「 CINEMA - DSP 」 です。映画サラウンドデコーダーであるドルビープロ 
ロジック、ドルビーデジタルや DTS 、 AAC の各デコーダーとヤマ八 DSP を融合し、映画のサウンドを最良の状態でデサイ 
ンするダビングステージ（最終的な映画のサウンドデザインを完成させるファイナルミックス）でのクオリティを A V ルー 
ムに再現するサラウンド音場です。 

CINEMA - DSP 音場プ□グラムでは、 L . C . R チヤンネルにもヤマ八 DSP 処理を加えることで、視聴者はセリフの実在感や効 
果音、音楽の奥行き感とともに、スムーズな音源の移動感とスクリーンまで回り込むサラウンド音場に包まれます。 
ドルビーデジタル信号、 DTS 、 AAC 信号が入力されると、自動的にドルビーデジタル、 DTS や AAC に対応した音場処理に 
最適化されます。 



本機は DSP のほかに、下記のような数多くのデコーダーを装備しています。ドルビーサラウンド用にドルビープ□口 
ジックデコーダー、ドルビーサラウンドと2チャンネルソース用にドルビープ□ロジック II デコーダー、マルチチャンネ 
ルソース用にドルビーデジタル、 DTS 、 AAC デコーダー、バーチャルリアセンタースピーカーから出力されるリアセン 
ターチャンネル音声再現用にドルビーデジタル、 DTS 、 AAC + マトリクス 6.1 デコーダーを装備しています。これらの 
デコーダーや入カソースに最適な CINEMA - DSP 音場プ□グラムをお選びください。 
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サラウンド音場 

■ MOVIE THEATER 

マトリクス処理を行わなし) 70 mm フィルムの6チヤンネルマルチトラックで得られるような明瞭な音源の定位と豊かな拡 
がりを、ダビングステージ(映画の音声を編集するための編集スタジオ)のクオリティと理想的な音場で楽しめるのが 
MOVIE THEATER 70 mm プログラムです。最新の映画館用デジタルサラウンドシステムであるドルビーデジタル、 
DTS (デジタルシアターシステムズ)や AAC のサウンドをそのまま家庭でも楽しめるように開発されたのがドルビー 
デジタルデコーダーおよび DTS デコーダーです。本機の MOVIE THEATER プログラムでは、映画館用にデザイン 
されたドルビーデジタル、 DTS や AAC サウンドを家庭用のスピーカーシステムで、家庭のスペースで再生しても、 
臨場感あふれるスケールの大きな音場をお楽しみいただけます。 

• [ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC ] + [ DSP 音場効果] 

入カソースがドルビーデジタル、 DTS、AAC 
(5.1 チヤンネル）の場合 

ドルビーデジタルや DTS 、 AAC のフロント、 L サラウン 
ド、 R サラウンド信号に独立したヤマ八3音場 DSP 処理を 
施します。これにより、チヤンネルセパレーシヨンの良さ 
などを犠牲にすることなく、雄大な音場表現や包囲感の優 
\ れたサラウンド再生が可能になり、最新のデジタルサラウ 

R サラウンド音場 ンド映画館のような臨場感が再現できます。 


• [ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC + マトリクス 6.1] + [ DSP 音場効果] 

バーチャルリアセンタースピーカーから再現されたリアセンター音場が加わり、より雄大な音場空間を再現します。 


通常、ビデオテープなどの市販の映画ソフトは、ドルビー 
サラウンドのマトリクス技術によって4チヤンネル ( L / C / 
R / S ) の音声情報がエン]-ド処理され、し R に収められ 
ています。それをデコード(復元)するのがドルビープ□口 
ジックデコーダーです 。 MOVIE THEATER プログラム 
は、エンコード•デコード処理によって失われがちな拡が 
り感や微妙な音のニュアンスまでも再現しようというもの 
です。 

雄大な音場空間を表現でき、サラウンド音に広がりを 
持たせることで包囲感が表現できます。また、フロン 
卜にも奥行きが出て、ドルビーステレオ映画館のよう 
な臨場感が再現できます。 

■ ドルビーブ□ロジックII 

ドルビープ□ロジック II はドルビーサラウンドソースをディスクリート5チヤンネル（フロントに3チヤンネル、リアに 
2チヤンネル）にデコードします。映画用の MOVIE と2チャンネルオーディオソース用の MUSIC の2種類のモードが 
あります。 



プレゼンス音場- 〆 



L サラウンド音場 


基本操作 
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音場プ□グラムー】 


Spectacle (スペクタクル） 


General (シエネラル) 



映画のワンシーンに飛 
び込んでしまったかの 
ような、超ワイドな空 
間がイメージできる音 
場。深めなエフェクト 
により、手に汗握るパ 
ニックシーンなどビ 
ジュアルインパクトの 
強い作品で威力を発揮 
L/ C^N 9 〇 


■ 



3音場処理による CINEMA-DSP (MOVIE THEATER ) の音場イメージ 


プレゼンス音場 



前方、左後方、右後方という3つの音 
源に対して独立した音場処理を加え 
る、3音場 CINEMA - DSP(MOVIE 
THEATER ) の特徴を示しています。 
それぞれの音場イメージは音場の形、 
大きさ、濃さを表しています。 


立+日 
日％ 


Sci-Fi (サイフアイ） 



セリフと音楽、効果音 
をクールに描き分け、 
静けさの中に広大なシ 
ネマ空間を演出。 

エフェクトは比較的浅 
く、リアリティを追求 
したシリアスでス I -一 
リー性の高し、 SFX 映画 
に特に適しています。 


Adventure (アドベンチヤー） 



セリフの定位や映像に 
対する立体的な音場表 
現力に優れたモード 
で、エフェクトの深さ 
は Sci-Fi と Spectacle 
との中間。アクション 
映画などにおける最新 
のサウンドデザインを 
忠実に再現します。 


セ拡柔ラ動ふ 0 
なクにと。メのにす 
瞭ス奥場現 n 心品で 
明、と音表やの作ド 
たに囲なを I 人る I 
え心周的きリ、すモ 
抑中の体響 I ど写い 
ををン立な卜な描し 
ぎフ I るかスィをわ 
響リリがらブデきさ 


36 













































FM / AM 放送を聴く 


選局する 


選局のしかたには、自動的に選局する才_卜選局と、手動 
で選局するマニュアル選局の2種類があります。電波の強い 
放送局を受信するときは、オート選局が速くて便利です。 

■ 自動的に選局する（オート選局） 



U INPUT </>キーかリモコンの TUNER キー 
を繰り返し押して、 「 TUNER 」 を選ぶ。 

POWER POWER STANDBY POWER 

ii w il ii flv il I^ji—T■ il 

CD MD/CDA 

( o o 

本体 1 


または 


D-TV/CBL V-AUX'v 


O O O t) 

VCB CB CE AMP 

0 0 0 0 

リモコン 


a FM / AM キーを押して、 FM または AM を選ぶ。 

FM/AM 

^ -► pn または mi 

B TUNING MODE ( AUTO / MAN ' L MONO ) 

キーを押して、ディスプレイに AUTO 表示を点 
灯させる。 


TUNING MODE 


AUTO 

命 点灯 

ディスプレイのバンド表示の隣にコ□ン(:)が点灯して 
し'!る時は、 PRESET/TUNING ( EDIT ) キーを J 甲してコ 
ロンを消します。 


PRESET/TUNINQ 


□ PRESET/TUNING </〇キーを押して、受 

信したい放送局を選ぶ。 




高い周波数の放送局を探すときは > キー、低い周波 
数の放送局を探すときは< キーを押します。 

:、あ ヒント 

• 電波が弱くてお聴きになりたい放送局が選局できない時 
は、手動で選局してください(マニュアル選局)。 

• 放送局を受信すると、ディスプレイに 「 TUNED 」 が点灯 
し、周波数が表示されます。 

■ 手動でお好みの放送局を選ぶ 
(マニュアル選局） 

電波の弱い放送局は、手動で選ぶ必要があります。 

B 左記載の「自動的に選局する（オート選局）」 

の手順2までの操作をおこなう。_ 

B TUNING MODE ( AUTO / MAN，L MONO ) 

キーを押して、ディスプレイの AUTO 表示を消 
す0 


TUNING MODE 


AUTO 
消灯 

ディスプレイのバンド表示の隣にコ□ン(:)が点灯して 
いる時は、 PRESET/TUNING ( EDIT ) キーを押してコ 
ロンを消します。 


PRESET/TUNING 


El PRESET/TUNING </ > キーを押す。 

押し続けると、連続して周波数が変わります。 




ヒント 

マニュアル選局で FM ステレオ放送を受信するとモノラル受 
信になりますが、雑音を軽減できます。 


基本操作 
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FM/AM 放送を聴く 


放送局を登録する（プリセツト) 


■ FM 放送局を自動登録する（オートプ 
リセット） 

FM 放送局を自動的に40局 (8 局 X 5 グループ)まで登録(プ 
リセツト)できます。放送局を登録しておくと、あとは簡単 
なキー操作で選局することができ、便利です。 



□ FM / AM キーを押して、 FM を選ぶ。 

FM/AM 

p ： ド 


2(|)1ヒント 

•放送局が登録されると、放送局の周波数と受信モードも 
同時に登録されます。 

• 登録された FM 放送局の順序を、あとから手動で入れ替え 
ることもできます。詳しくは「登録した放送局を入れ替え 
る」 （4 ◦ページ)をご覧ください。 

•オートプリセツトでは、プリセツトする放送局の数が 
「 E 8」 に満たない場合には全周波数帯域を一巡して停止し 
よ 9 〇 


ご注意 


• 新しい放送局を登録すると、前に登録されていた放送局 
は消え、新しい放送局に入れ替わります。 

• オートプリセツトでは、電波の強い FM 放送局だけが登録 
されます。電波の弱い放送局を登録したいときは、受信 
モードをモノラルにして、手動で登録してください（次 
ぺージ)。 

■ 登録を始めるプリセツト番号を指定す 
る（オートプリセツトオプション） 

FM 局の登録を始めるプリセツト番号を指定したり、周波 
数の低い方へ向けてオートプリセツトを始めることもでき 
ます。 


B TUNING MODE ( AUTO / MAN，L MONO ) 

キーを押して、ディスプレイに AUTO 表示を点 
灯させる。 



El MEMORY ( MAN ， L/AUTO FM ) キーを約 3 
秒押し続ける。 

プリセット番号と MEMORY 表示、 AUT ◦表示が点滅 
します。数秒後に、周波数表示が高くなり始めます。 
(オートプリセツト開始。） 


MEMORY 



VCR V-AUX D-1V/CBL DVD MD/COR TUNER | CD 

^ AlJro〆 VOLUME 



オートプリセツトが終了すると、最後に登録された放 
送局の周波数が表示されます。 


U 「 FM 放送局を自動登録する（オートプリセツ 

卜)」 （38 ページ）の手順2までの操作をおこな 

う。 

B MEMORY ( MAN ， L/AUTO FM ) キーを約 3 

秒押し続けたあと、 A / B / C / D / E キーと 
PRESET/TUNING </>キーを押して、最 
初に登録させたいプリセツト番号を選ぶ。 

放送局が 「 E 8」 まですベて登録されると、オートプリ 
セツトが停止します。 

ES PRESET/TUNING ( EDIT ) キーを押してコ 

□ン（：）を消してから、 PRESET/TUNING 
<キーを押す。 

周波数表示が低くなり始めます。（オートプリセット開 
始〇) 


本機の電源を切っても（電源コードをコンセントから 
抜いた状態)、選択していたソースや音量レベル、セッ 
トメニューなどの設定内容は本機に記憶されていま 
す。 ただし、電源 「切」 の状態が1週間以上続くと、記 
憶内容が消去されることがあります。 
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FM/AM 放送を聴く 


■ 手動で登録する（マニュアルプリ 
セット） 

放送局40局までを手動で登録することもできます。 





一 



◎ 

〇 ( III ◎ ◎ ◎ 1( 1 




L r 


2,5 


I r 


□ プリセツトしたい放送局を選局する。 

詳しくは「選局する」 （37 ベージ)をご覧ください。 


VCR V-AUX D-TV/CBL 


選局時には、ディスプレイに受信している局の周波数 
と放送バンド （ FM または AM ) が表示されます。 


LI MEMORY 表示の点滅中に PRESET/TUNING 
</>キーを押して、プリセツト番号 （1 〜 
8) を選ぶ。 

〇を押すと数が増え、<1を押すと減ります。 




B MEM 〇 RY 表示の点滅中に 、 MEMORY 

( MAN 5 L/AUTO FM ) キーを押す。 

選択したプリセツトグループ、プリセツト番号と放送 
バンド ( FM または AM )、 周波数がディスプレイに表示 
されます。 


B MEMORY ( MAN ， L/AUTO FM ) キーを押 

す0 

ディスプレイに M EM OR Y 表示が約5秒間点滅し、登 
録できる状態になります。 

MEMORY \ I / 


— MEMORY 


点滅 


El MEMORY 表示の点滅中に A / B / C / D / E キーを 

押して、プリセットグループ （ A 〜 E ) を選 
ぶ。 

グループが表示されます。バンド表示の隣にコロン(:） 
が点灯していることを確認してください。 


\ 


财 、 .iiiilllll 


MD/COfl TUNER 


撕、 .N1111 III 


C3 に登録された局を示しています。 


0他の放送局を続けて登録するときは、手順1‘ 

5を繰り返す。 


新しい放送局を登録すると、前に登録されていた放送局 
は消え、新しい放送局に入れ替わります。 

新しい放送局を登録すると、放送局の周波数と受信モー 
ド(ステレオ/モノラル)も同時に登録されます。 


基本操作 
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FM / AM 放送を聴 < 


登録した放送局を選んで聴く 
(プリセツト選局） 

プリセツト番号を選ぶだけで、登録した放送局を選局 
できます。 




登録した放送局を入れ替える 

登録した放送局を入れ替えることもできます。 

ここでは 「 E 1」 に登録した放送局を 「 A 5」 に、 「 A 5」 の放送局 
を 「 E 1」に変更する場合の手順を説明します。 



2,41,31,3 


□ 「 E 1 J に登録した放送局を選局する。 

詳しくは、左記載の「登録した局を選んで聴く（プリ 
セツト選局)」をご覧ください。 

B PRESET/TUNING ( EDIT ) キーを約3秒間押 

す 〇 

「 E 1」 と MEMORY 表示がディスプレイに点滅します。 


ITa / b / c / d / e キーを何回か押して、放送局をプ 

リセツトしたグループを選ぶ。 

ディスプレイに表示されるプリセツトグループは A / 
B / C / D / E キーを押すたびに切り替わります。 


A/B/C/D/E 

本体 


または 


SET MENU 



リモコン 


& 本体の PRESET / TUNING <]/> キー、また 

はリモコンの PRESET a / v キーを押して、 
プリセツト番号を選ぶ。 

プリセツトグループとプリセツト番号が、放送バンド 
( FM または AM ) と周波数とともにディスプレイに表示 
され、 TUNED 表示が点灯します。 



本体 リモコン 


PRESET/TUNING 


0 「 A 5」 に登録した放送局を、 A / B / C / D / E と 

PRESET / TUNING キーを使って選局する。 

「 A 5」 と MEMORY 表示がディスプレイに点滅します。 




U PRESET/TUNING ( EDIT ) キーを押す。 

プリセツト局が入れ替わります。 



プリセツトした局の入れ替えが完了したこ 
とを示しています。 
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一定時間後に自動的に電源を切る（スリープタイマー) 


設定した時間が経過すると、本機が自動的にスタンバイ状 
態になるように設定できます(スリープタイマー)。聴きな 
がら、もしくは録音しながらおやすみになりたいときに便 
利です。スリープタイマーが作動すると、本機背面の電源 
供給コンセントに接続した機器(ソース)の電源も「切」にな 
ります。 

スリープタイマーの設定はリモコンで行います。 

^•ヒント 

タイマー再生をしたいときは 

市販のタイマーをお使いください。詳しくはタイマーの取扱 
説明書をご覧ください。 


スリープタイマーを解除する 


「 SLEEP 〇 FF 」 の表示が出るまで、 SLEEP キーを 
何回か押す。 

しばらくすると 「SLEEP OFF 」 は消え、 SLEEP 表示も 
消えます。ディスプレイは音場プログラム表示に戻り 
ます。 


SLEEP 






スリープタイマーを設定する 



ヒント 

リモコンの STANDBY キー、または本体の STANDBY/ON 
キーを押すか、電源コードを抜いてもスリープタイマーは解 
除されます。 


U ソースを選んで、再生する。 


B SLEEP キーを何回か押し 

て、スタンバイ状態になる 
までの時間を設定する。 


SLEEP 


SLEEP キーを押すごとに、ディスプレイ表示が下記 
のように切り替わります。 （ min = 分） 


I -> SLEEP 120 min ^ SLEEP 90 min - 

^ SLEEP OFF 卜 SLEEP 30 min <- SLEEP 60 min 




スリープタイマーが設定されるとディスプレイに 
SLEEP 表示が点灯してから、音場プログラム表示に 
戻ります。 



41 



























































録音/録画する 


録音レベルの調節や操作は、それぞれの録音機器で行いま 
す。お使いの機器の取扱説明書をご覧ください。 



〇本機に接続しているすべての機器の電源を入れ 

る。 


H 録音/録画したい入カソースを選ぶ。 

CD MD/CDfl TUNER SLEEP 

o o o □ 

DVD OTV/CBL VAUX 6CH INPUT 

o o 

VCR i A St B 1 AMP 

O 0^0 □ 

リモコン 


ソースを 再生する。 

AM / FM 放送の番組を録音したいときは、放送局を選 
局します。 


□ 録音/録画を開始する。 


ご注意 


• 録音/録画する前に、あらかじめ「試し録音」「試し録画」 
を行ってください。 

• 本機をスタンバイ状態にすると、接続した機器間で録音 
/録画することはできません。 

•録音中に音量や音質を調整したり、音場プ□グラムを変 
更したりしても、録音される音声には影響しません。 

• 6 CH INPUT 端子から入力された信号は録音できません。 
• 入カソースの REC OUT 端子からは、信号は出力されませ 
ん。（例 J:VCR IN の信号は VCR 〇 UT の REC 〇 UT 端子わ、 
ら出力されません。） 

• あなたが録音したものは個人で楽しむ場合以外は、著作 
権者に無断で使用することはできません。 

DTS ソフトの録音についてのご注意 

DTS 信号はデジタルビットストリームで伝送されるため、 
DTS 信号をデジタル録音しても、ノイズだけが録音されま 
す。 DTS 対応ディスクの信号を録音するためには、下記の 
点にご注意ください。 

お使いのプレーヤーが DTS デコーダーを内蔵している場合 
は、 DTS 対応の DVD 、 LD 、 CD は、2チヤンネルのアナロ 
グ信号で録音してください。録音時にはプレーヤーからア 
ナ□グ信号で出力するように設定してください。詳しくは、 
お使いのプレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 

タイマー再生/録音する 

市販のオーディオタイマーと組み合わせて、タイマー再生 
やタイマー録音をすることができます。 

ご使用になる機器やオーディオタイマーにより操作方法が 
異なることがありますので、そちらの取扱説明書もあわせ 
てご覧ください。 

ヒント 

タイマー再生/録音時には、本機のメモリーに記憶された内 
容(入カソース等)が反映されます。 


ご注意 


•タイマー録音で録音中に音出しをしない場合は、音量を 
絞ってください。 

• 本機の電源を切っても(電源コードをコンセントから抜い 
た状態）、選択していたソースや音量レベル、セツトメ 
ニューなどの設定内容は本機に記憶されています。ただ 
し、電源「切」の状態が1週間以上続くと、記憶内容が消去 
されることがあります。 



本体 
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一で設定を変更する 


本機には、お使いのシステムで最適な音声や映像をお楽し 
みいただけるように、下記のセツトメニューで設定を変更 
することができます。お使いの環境にあわせて設定を変更 
してください。 

ヒント 

再生中でも、セツトメニューで設定を変更できます。 


セツトメニュ-覧 


本機には、下記の項目のセツトメニューが用意されていま 
す0 


3 

4 

5 

6 


項目 

初期設定 ( 値 ) ' 

SPEAKER SET 


A CENTER 

LRG (large) 

B MAIN 

LARGE 

CREAR LR 

LRG (large) 

D BASS 

BOTH 

E MAIN Lv 

Nrm (Normal) 

LFE LEVEL 


SP LFE 

OdB 

HP LFE 

OdB 

SP DLYTIME 

0 ms 

D. RANGE 


SP D_R 

MAX 

HP D_R 

MAX 

UR BALANCE 

0 dB for L/R 

HP TONE CTRL 


HP BASS 

OdB 

HPTRBL 

OdB 

I/O ASSIGN 


|DSP-AX530| 


A (component video input) 

[A] DVD 

[B] D-TV/CBL 

B (optical output) 

(1)MD/CD-R 

C (optical input) 

(2) MD/CD-R 

(3) DVD 

(4) D-TV/CBL 

D (coaxial input) 

(5) CD 

■ DSP-AX430 ■ 本 ,:: 二八 ;^ 二 ?^ 


C (optical input) 

(1)DVD 

D (coaxial input) 

(2) CD 


8 INPUT MODE 

9 DISPLAY SET 

DIMMER 

10 MEM. GUARD 

11 DUAL MONO 


AUTO 

0 

OFF 

MAIN 


* 次ページからの各項目の説明の中で、初期設定値は太字 
で記しています。 


セツトメニューの操作手順 


リモコンで操作します。 



3,4,6 


項目によっては、さらに別な操作が必要となる場合もありま 
す。 

□ AMP キーを押す。 amp 


B SET MENU キーを押す。 


0八キー または v キーを 繰 

り返し押して、設定したい 
メニュー (1 〜 11 ) を選 
ぶ 0 


ik : v 


-I < j 「紐口 ! 1 




SET MENU キーを繰り返し押しても、 v キーと同じ 
順番でセツトメニューの項目を選べます。 


ディスプレイに SET MENU の1が表示されているときに 
八を押すと 、 SET MENU モードが終了してしまいます。 
(SET MENU の11が表示しているときに v を押す場合 
も同様です。） 


応用操作 
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セツトメニューで設定を変更する 


H <キー または〉 キーを 押 

す。 

選んだメニューの設定モード 
に入り、現在の設定が本体 
デイスプレイに表示されます。 
項目によっては八キーまたは 
V キーを押して、サブメ 
ニューを選びます。 


Ej 〈キーまたは〉キーを繰り 

返し押して、設定を変え 
る。 





VI セツトメニューを終了するときは、音場プログ 
ラム表示になるまで八キーまたは▽キーを繰 
り返し押すか、プログラムキーのどれかを押 
す。 



または 


ROCK ENTER- 

HAU. JAZZ CLUB CONCERT TAINMENT 

CD O < 3 » < 3 > 

TV MONO MOVIE MOVIE 

SPORTS MOVIE THEATER 1 THEATER S 

m/DTS ( 

SUR. - SELECT MATRIX 6>r-\ yEREO 

(at 〔り い 0 ) '^酬 ） 

EFFECT 


システムにあわせて、スピー 
カーモードを設定する 
(1 SPEAKER SET ) 


ご使用になるスピーカーシステムに合わせて、スピーカー 
モードを設定します。スーパーウーファーをご使用になる 
場合は必ず設定してください。 

ヒント 

スピーカーの設定項目では、目安として、ウーファーの口径 
が1 6 cm 以下のスピーカーをお使いの場合は 「 SML 」、 それ 
以上の口径の場合は 「 LRG 」 をおすすめします。 


ご注意 


• 6 CH INPUT 端子から入力した信号には、 riE MAIN Lv 」 
以外のスピーカーモードの設定は反映されません。 

• 48 kHz を超えるサンプリング周波数のデジタル信号が入 
力された場合は、項目によっては、設定が再生音声に反映 
されない場合があります。 


■ 1 A CENTER 

センタースピーカーの有無や性能に応じて、出カモードを 
選びます。 


メモリーバックアップについて 

本機の電源を切っても、セットメニューの設定内容は 
メモリー（記憶）されています。約1週間は電源コード 
をコンセントから外しても、メモリー内容はそのまま 
記憶されています。ただし1週間を過ぎると、セットメ 
ニューが初期設定に戻り、メモリー内容が消去される 
ことがあります。このような場合は再度、設定を行つ 
てください。 


選択項目 ： LRG ( large ), SML ( small ), NON ( none ) 

初期設定 : LRG 

LRG :大型のセンタースピーカーを使用するときに選びま 
す。センターチヤンネル信号の全帯域が、そのままセン 
ター スピーカーに出力されます。 

SML : 小型のセンタースピーカーを使用するときに選びま 
す。センターチヤンネル信号の 90 Hz 以下の低音域は 、 riD 
巳 ASS 」 で選ぶスピーカーに出力されます。 

NON : センタースピーカーを使用しないときに選びます。 
センターチヤンネル信号は、メインのし R スピーカーに同 
じレベルで振り分けられます。 
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一で設定を変更する 


■IB MAIN 

メインスピーカーの性能に応じて、出カモードを選びます。 

選択項目： LARGE, SMALL 
初期設定 ： LARGE 

LARGE: 大型のメインスピーカーを使用するときに選びま 
す。メインし R チャンネル信号の全帯域が、そのままメイ 
ンし R スピーカーに出力されます。 

SMALL: 小型のメインスピーカーを使用するときに選びま 
す。メインし R チャンネル信号の 90 Hz 以下の低音域は、 
riD BASS 」 で選ぶスピーカーに出力されます。 


ご注意 


SMALL 設定時でも、「1 D BASS 」 の設定が MAIN の場合は、 
メインし R チャンネル信号の 90 Hz 以下の低音域はメイン 
に出力されます。 

■1C REAR LR 

リアスピーカーし R の性能や有無に応じて、出カモードを 
選びます。 

選択項目 ： LRG (large), SML ( small ), NON ( none ) 

初期設定 ： LRG 

LRG: 大型のリアし R スピーカーを使用していたり、リア 
し R スピーカーにリア側スーノ V °— ウーファーをスピーカー 
ケーブル結線で接続して使用する場合に選びます。リアし 
R チャンネル信号の全帯域が、そのままリアスピーカーに 
出力されます。 

SML: 小型のリアし R スピーカーを使用するときに選びま 
す。リアし R チャンネル信号の 90 HzlU 下の低音域は、 「1 D 
巳 ASS 」 で選ぶスピーカーに出力されます。 

NON :リアし R スピーカーを使用しないときに選びます。 
リアし R の信号はメインし R にそれぞれ振り分けられま 
す。 

:: 、 i ': ヒント 

NON に設定されている場合は、音場効果を「入」にすると 
バーチャルシネマ DSP モードになります。 


■ 1 D BASS 

LFE / BASS (低音)信号を出力するスピーカーを選びます。 
LFE 信号とは、ドルビーデジタルや DTS 、 AAC 作動時に出 
力される 90 Hz 以下の低域効果音のことです。 

選択項目： SWFR ( subwoofer ), MAIN , BOTH 
初期設定 ： BOTH 

SWFR: スーパーウーファーを使用するときに選びます。 
LFE 信号と、1 A 〜1 C の設定による他チャンネルの低音域 
(90 Hz 以下)が、スーパーウーファーに出力されます。 
MAIN: スーパーウーファーを使用しないときに選びます。 
LFE 信号と、1 A 〜1 C の設定による他チャンネルの低音域 
(9 〇 Hz 以下)が、メインし R スピーカーに出力されます。 
巳 0TH: スーパーウーファーを使用し、さらにメインス 
ピーカーモードの設定に関わりなく、 90 Hz 以下の低音域 
を LFE チャンネルにミックスするときに選びます。 

メインスピーカ_し R チャンネルの低音域が、メインス 
ピーカーし R とスーパーウーファーの両方に出力されます 
(2 チャンネル再生やドルビーサラウンド再生時に、スー 
パ_ウ_ファーから音声を出力できます)。 


ご注意 


1 A 〜 1 C を 「SML ( SMALL )」 に設定している場合は、他チヤ 
ンネ レの低音域 (90 Hz 以下)が LFE チヤンネルにミックスさ 
れて 、 「ID BASS 」 で選んだスピーカーから出力されます。 

■IE MAIN Lv 

メインスピーカーレベルを選びます。 

メインスピーカーが極端に高能率で、他の出カレベルがメ 
インスピーカーに合わない場合には、メインレベルを下げ 
て音声のバランスを取ることができます。 

選択項目 ： Nrm (Normal), — 1 0 dB 
初期設定 ： Nrm 

Nrm: 通常はこの設定にします。 

— 10 dB: センタースピーカーやリアスピーカーの出カレ 
ベルがメインスピーカーに合わない場合は、この設定にし 
ます。 

メインレベルが一10 dB (約 1/3) になります。 


応用操作 
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セツトメニューで設定を変更する 


LFE 信号の再生レベルを調節す 
る （2 LFE LEVEL ) 


ドルビーデジタルや DTS 、 AAC 信号を再生中に 、 LFE 
(低周波効果）チャンネルの出カレベルを調節します。 

LFE 信号は、特定シーンでのみ出力される特殊な低域効果 
音です。 

可変範囲 （ dB ): (スピーカー、ヘッドホン共に） 

— 20〜 Od 巳 

初期設定： OdB 


□ V キーや A キーを押して、項目（スピーカーか 

へッドホン）を選ぶ。 


&く キーを押して、 LFE レベルを調節する。 


ご注意 


使用するスーパ_ウ_ファーとへッドホンの性能に応じ 
て、 LFE レベルを調節してご使用ください。 


センタースピーカーのデイレイ 
タイムを設定する 
(3 SP DLY TIME ) 


センタースピーカーの音響遅延時間（ディレイタイム)を設 
定できます。ドルビーデジタルや DTS 、 AAC 再生時など、 
センタースピーカーから音声を出力する場合に有効です。 

通常センタースピーカーはメインし R スピーカーと同一 
線上に置きますが、本来ならば同時に出た音が同時にリス 
ナ_の耳に届くように、3つのスピーカーとリスナーの距 
離が同一になるのが理想的です。ディレイタイムを設定す 
ることによって、仮想的にセンタースピーカーの位置を遠 
ざけ、リスナーと3つのスピーカーとの距離を合わせるこ 
とができます。センターディレイは、音場の奥行き感やセ 
リフの量感を増す効果があります。 

可変範囲 （ ms ): (センター）◦〜 5 ms 
初期設定： （センター） 0 ms 


>キーを押すとスピーカーの仮想的位置が遠くなり、 
くキーを押すと近くなります。 

仮想センタースピーカー位置 



:、ゼこ ヒント 

目安としてディレイタイムを lms 増すと視聴位置から約 
30 cm 遠ざかったことになります。 
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ドルビーデジタル再生時のダイナ 
ミックレンジを設定する 
(4 D . RANGE ) 

ドルビーデジタル再生時のダイナミックレンジ(最大音量か 
ら最小音量までの幅)を3段階から選べます。 

選択項目： MAX (最大 )， STD (標準)， MIN (最小） 

初期設定： MAX 

MAX : 信号ソースのダイナミックレンジを最大限に再生し 
ます。 

STD ( STANDARD )： ソフト製作者が家庭用として推奨す 
るダイナミックレンジです。 

MIN : 小音量でも聴きやすく、深夜の視聴に適したダイナ 
ミックレンジです。 

ドルビーデジタルソフトによっては、ダイナミックレンジの 
MIN に対応していないため、音量が極端に下がる場合があり 
ます。このようなときは、ダイナミックレンジを MAX または 
STD に設定してご使用ください。 


メイン スピーカーの 音量バランス 
を調整する （5 L/R BALANCE ) 

メインスピーカ_し R の音量バランスを設定できます。設 
定した音量バランスは、へッドホン使用時にも反映されま 
す。 

可変範囲：左右ともに10段階 

初期設定：中央_ 

>キーを押すと左 ( L ) のメインスピーカーの音がノ」\さくな 
り、〈キーを押すと右 ( R ) のメインスピーカーの音が小さ 
くなります。一方のチヤンネルの音声だけを完全に消すこ 
とはできません。 

へッドホンの音質を調整する 
(6 HP TONE CTRL ) 

へッドホンの低音域 ( BASS ) および高音域 ( TRBL ) を調節で 
きます。 


可変範囲 ( dB ): 

BASS . 

....—6 〜 +3 

TRBL . 

....—6 〜 +3 

初期設定： 

BASS . 

.... Od 巳 

TRBL . 

.... OdB 


>キーを押すと低音域または高音域が大きくなります。 
<キーを押すと小さくなります。 


入出力端子の割り当てを変更す 
る （7 I/O ASSIGN ) 

使用する機器と本機の COMPONENT VIDEO 入力端子や 
DIGITAL INPUT/OUTPUT 端子の設定(端子の機器名）が 
異なる場合に、使用する機器に合わせて端子を割り当てら 
れます。使用する機器によりデジタル入力端子が足りなく 
なった場合などに、端子の割り当てを変更することでより 
多くの機器を使用できます。 

変更後は、割り当てた機器を入力選択キーで選択できます。 

_ IDSP-AX530I 

7A COMPONENT VIDEO 
INPUT 端子 

選択項目： [ A ] DVD, V - AUX , VCR , D - TV/CBL 
[ B ] DVD , V - AUX , VCR , D-TV/CBL 
初期設定： [ A ] DVD 

[ B ] D-TV/CBL 

_ IDSP-AX530I 

7B OPTICAL OUTPUT 5 器子 

選択項目： （1)MD/CD-R, CD , V - AUX , VCR , 
D - TV / CBL , DVD 

初期設定： （1)MD/CD-R 

■ 7C OPTICAL INPUT 端子 

IDSP-AX530I 

選択項目： （2) MD/CD-R, CD , V - AUX , VCR , 
D - TV / CBL , DVD 

(3) MD / CD - R , CD , V - AUX , VCR , 
D - TV/CB し DVD 

(4) MD / CD - R , CD , V - AUX , VCR , 
D-TV/CBL, DVD 

初期設定： (2) MD/CD-R 

(3) DVD 

(4) D-TV/CBL 

選択項目： （1) MD / CD - R , CD , V - AUX , VCR , 
D - TV / CBL , DVD 

初期設定： （l)DVD 
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応用操作 











一で設定を変更する 


コアキシアル インプット 

■ 7D COAXIAL INPUT 端子 


IDSP-AX530I 

選択項目： (5) MD / CD - R , CD, V - AUX , VCR , 

D - TV / CBL , DVD 

初期設定： （5) CD 


DSP-AX430 


選択項目： (2) MD / CD - R , CD, V - AUX , VCR , 

D - TV / CBL , DVD 

初期設定： （2) CD 


ご注意 


• 7 A 〜 7 D の各項目の中で、同一の端子名を指定する 
ことはできません。 

• 同じ入力系統の COAXIAL 端子と OPTICAL 端子から 
同時にデジタル信号が入力されると、 COAXIAL 端子から 
の 

入力信号が優先されます。 

• 各項目の （） 内の数字およびアルフアベツトはリア 
ノ V ° ネルに記載してある端子の位置を示しています。 


電源を入れたときの入カモード 
を設定する （8 INPUT MODE ) 

デジタルとアナログの両方の形式の再生機器を接続してい 
る場合などに、電源を入れたときの入カモードを選べます。 

選択項目： AUTO, LAST 
初期設定 ： AUTO 

AUTO ： 最後に操作したときの入カモード設定に関わらず、 
本機の電源を入れると入カモード設定が自動的に 「 AUTO 」 
に設定されます。 

LAST: 最後に操作したときの入カモードが、そのまま反映 
されます。 

ディスプレイの設定を変更する 
(9 DISPLAY SET ) 

■ DIMMER (明るさ） 

本体ディスプレイの明るさを調節します。 

可変範囲 : 一4〜〇 
初期設定:〇 

〈キーを押すと、本体ディスプレイが暗くなります。 


変更した設定値を保護する 
(10 MEM . GUARD ) 

変更した設定値を、誤って変更できないように保護できま 
す。 

選択項目： ON , OFF 
初期設定： OFF 

ON にしたときに保護される設定は、下記の通りです。 

• 音場プ□グラムのパラメーター設定値 
• MEMORY GUARD 以外のセツトメニュー設定値 
• センター、リア、スーパーウーファーの音量 


ご注意 


•「10 MEM . GUARD 」 を〇 N にすると、他のセツトメ 
ニューは選択できません。 

• 「10 MEM . GUARD 」 を ON にすると、テストトーンは使 
用できません。 


二重音声出力時の出カモードを 
変更する （11 DUAL MONO ) 

巳 s デジタル放送などで使われる、二重音声出力時の主音 
声と副音声の出カモードを設定できます。 

選択項目： MAIN 、 SUB、ALL 
初期設定： MAIN 

MAIN : 主音声のみをメインスピーカーし R から出力しま 
す。 

SUB : 副音声のみをメインスピーカーし R から出力しま 
す。 

ALL : 主音声と副音声をメインスピーカーし R からそれぞ 
れ同時に出力します。 PCM 信号が入力されている場合の 
し R チヤンネルへの音声の振り分けは、 BS デジタルチュー 
ナ_側の設定によつて異なります。詳しくは BS デジタル 
チュ_ナ_の取扱説明書をご覧ください。 


ご注意 


• モノラルでない二重音声出力は、本機では設定できませ 
ん。 BS デジタルチューナー側で設定してください。 

• この設定は AAC 、 ドルビーデジタル信号の二重音声(デュ 
アルモノ)信号および AAC の多重音声(マ)レチモノ)信号の 
受信時のみ、設定が有効になります。ただし、 AAC 多重音 
声の第3、第4チヤンネルを選ぶことはできません。 BS デ 
ジタルチューナー側で設定してください。 

• 地上波放送などのアナログや PCM 信号での二重音声は、 
チューナーやビデオデッキ側で音声の主/副を選んでく 
ださい。 
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■ 本機を操作する 

下の影部分内のキーは AMP モード中に本機を操作するた 
めに使用します。 AMP モードを選択するには AMP キー 
を押してください。 


■ 他の機器を操作する 

下の影部分内のキーは他の機器を操作するために使用しま 
す。選択機器によって各キーの機能が変わります。入力選択 
キーを押して操作する機器を選択してください。 


0/1 D キーと入 
力選択キー 

本機を操作する- 
際には A M P 
キーを押します。 


(SYSTEM 
POWER 、 
STAND 巳 Y 、 
SLEEP 、 6 CH 
INPUT 、 V 〇 L + 
/— 、 MUTE ) は 
どのモードでも機 
能します。 


[MU キーと 入力選択 キーは 各 
機器の操作範囲を切り替えま 
す0 

0/回キーは本機に接続してい 
ない他の機器も操作できます。 


COCESET TWNSMT 

0 ◎ 

POWER POWER 

liJ 


リモコンの一般的な操作キーは、操作モードによって異 
なります。詳しくは「他の機器を操作する」 （5 1ページ)を 
ご覧ください。 

工場出荷時には一部の入カソースにヤマ八のメーカー 
コー ドが設定されていますが、お手持ちのヤマ八製 A V 機 
器によっては操作できない場合があります。その場合は 
ヤマノ V の別のメーカ _コ_ ドをお試しください。 


CD MD/COR TUNER 

o o o 

□ 

DVD D-TV/CBL V-AUX 

o o o 

o 

VCB cs dD 

o o o 

a 



C 9 〇 〇 〇 

TV MONO MOVIE MOVE 

SPORTS MOVIE THEATER 1 THEATER i 

0 0 0 0 

SUR. - SELECT MATRIX 6.1 STEREO 

o o © © 


I MENU I 

A/B/C/D/E 


LEVEL 

I 皿 I 


I |SEIKT] I 


3+ 




| 〇 I I 0=3 I I I IAUDIoj 

[□□ I [km I [CON I 〔口 ] 


匚 


^YAMAHA 


機器操作範囲 

9つまでの異なる機器を操作できます。また、メーカーコー 
ドの設定や、各機器用に他リモコン機能も設定できます。 


付属のリモコンは、市販されている全ての AV 機器(ヤマ 
八 A V 機器を含む)のメーカ_コ_ドを内蔵しているわけ 
ではありませんので、お手持ちの AV 機器を操作できない 
ことがあります。いずれのメーカ_コ_ドでも作動しな 
いときは、お使いの機器に付属するリモコンをお使いく 
ださい。 

リモコンから乾電池を抜いたまま2分以上放置したり、消 
耗した乾電池がリモコンに入ったままになっていると、 
メモリーの内容が消去されることがあります。 


— 

TV VOL 

+ 

TVCH 

■ + 

■ VOLUME 

_ 

TV INPUT 

；fMUTE| 


付属リモコンのはたらき 


付属のリモコンを使って、本機以外のヤマハ製 AV 機器も操作できます。メーカーコード(各メーカー機器ごとに割り当て 
られた信号)を設定すれば、同様に他社製の機器を、本機付属のリモコンで操作できます。 


リモコン操作範囲 


ご注意 


i 0101 § 

盖 E }© 

¥00 
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応用操作 
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付属リモコンのはたらき 


リモコンで操作できる機器を指定 
する（メー^]ーコードの設定） 


入力選択キーごとに、操作できる機器の種類(ライブラリ） 
と各メーカー機器ごとに割り当てられた信号(メーカー 
コード)を指定できます。 

お使いのシステムにあわせて、ライプラ U とメーカーコー 
ドを設定してください。 

詳しくは、本書末に記載の「メーカ _ コ _ ドー覧表」 (63 
ページ)をご参照ください。 

工場出荷時には下記のメーカ_コ_ドが設定されています。 


入力選択 
キー 

ライブラリ 

メーカー 名 

メーカー 

コ-ド 

CD 

CD 

YAMAHA 

0005 

MD / CD-R 

MD 

YAMAHA 

0024 

TUNER 

TUNER 

YAMAHA 

0003 

DVD 

DVD 

YAMAHA 

0098 

D - TV/CBL 

— 

一 

- 

V-AUX 

— 

一 

- 

VCR 

— 

一 

- 

A 

— 

一 

一 

巳 

一 

一 

一 


〇入力選択キーか®/回キーを押して、設定した 

い機器を選ぶ。 


CD MD/COR TUNER SLEEP 

〇〇〇〇 
DVD l>1V/C8L V*UX 6CHWPUT 

O O 

vcrf^ t yn rs~i amp 

oKj o n 


ヒント 

メーカーコードを入力する際には ••• 

• 数字キーを押すごとに LED の点灯を確認してください。 

• 最後に LED が2回点滅することを確認してください。 

• 素早く 6回点滅した場合は、入力が失敗していますので、 
メーカーコードと入力方法を確認して、入力しなおして 
ください。 


ご注意 


• お使いの機器メーカーが1っ以上のコードをもっている場 
合は、各コード番号を入力し、正しいコードを探してくだ 
さい。 

• 手順3は、30秒以内に操作しないと、（設定操作は）途中 
で取り消されてしまいます。その際はもう一度手順2から 
やり直してください。 

• 1つの入カソースには、1つのメーカーコードしか設定で 
きません。 


リモコンを初期化する（メー 
カーコードを工場出荷時の設定 
に戻す） 


ir 左記載の「リモコンで操作できる機器を指定す 

る（メーカーコードの設定)」の手順2までの 
操作をおこなう。 

取り消したいメーカ_コ_ドの機器操作キーを選んで 
ください。 


H 数字キーを使って “〇〇〇〇” を入力する。 

TRANSMIT インジケーターが2回点滅し、選択した 
機器のメーカーコード設定は取り消されます。 


a ボールペンの先などで CODE SET キーを押す。 

TRANSMIT インジケーターが2回点滅します。 ご'ゼこヒント 



コード番号「9990」を入力すると、設定したメーカー 
コードをすべて取り消すことができます。 


ご注意 


手順2の操作後、3◦秒以内に手順3にすすまないと、（設 
定操作は）途中で取り消されてしまいます。この際はもう 
一度手順1からやり直してください。 


数字キーを押して、使用する機器のメーカー 
コード （4 けたの数字）を入力する。 

ROCK ENTER- 

HALL JAZZ CLUB CONCERT TAINMENT 

o o o o 

TV MONO MOVIE MOVIE 

SPORTS MOVIE THEATER 

© © CD 

Sun. - SELECT MATRIX E 

o ® © 

TRANSMIT インジケーターが 2 回点滅します。 
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付属リモコンのはた 5 き 


LEVEL 

^— —I TITLE I 


CONCERT TA1NMENT 


〇 〇 © 0 

TV MONO MOVIE MOVIE 

SPORTS MOVIE THEATER 1 THEATER c 

0 0®^ 


SUR . SELECT MATOCS.I STEREO 

O © C5 ^ — 0 


[ ] I MENU |- 

Cte 15 


0 - 1 二 m | 


お使いの機器のメーカーコードを設定すると、本機以外の 
機器も操作できます。入力選択キーで入カソースを選択す 
ると、リモコンはその機器を操作するモードに切り替わり 
ます。 

(お手持ちの機器によつては、しヽくつかのキーが機能しな 
かったり、操作が本書の説明と一致しないことがあります。 
その場合にはお持ちの機器に付属のリモコンをお使いくだ 
さい〇) 


〇- 









[ 〇 ] I 11» j [audio| 

DISC SKIP 

[□□ j I « 〇 ] [«> ^ I □) 



DVD player 
(DVD プレーヤー） 

VCR 

(ビデオデッキ） 

TV,diaital/cableTV 

(テレビ） 

CD player 

(CD プレーヤー） 

CD/MD recorder 
(CD/MD レコーダー） 

Tuner 

(チューナー） 

OAV POWER 

* 1 POWER 

WPOWER 

*3 ビデオデッキ pO WER 

WPOWER 

“POWER 

“POWER 

©TV POWER 

* 2 テレビ POWER 

* 2 テレビ POWER 

* 2 テレビ POWER 

* 2 テレビ POWER 

* 2 テレビ POWER 

* 2 テレビ POWER 

©TV CH + 

* 2 テレビのチャンネル選択 (+) 

* 2 テレビのチャンネル選択 (+) 

テレビのチ t ンネ )11 択 (+) 

* 2 テレビのチャンネル翻 (+) 

* 2 テレビのチャンネル選択 (+) 

* 2 テレビのチャンネル選択 (+) 

TV CH - 

* 2 テレビのチャン勾_(-) 

* 2 テレビのチャンネ虓択 ㈠ 

テレビのチヤンネル選択 H 

* 2 テレビのチャンネ JU 财 -) 

* 2 テレビのチャンネ J 纖卜） 

*2 テレビのチャンネル選択 H 

OTV VOL + 

* 2 テレビの音量 (+) 

* 2 テレビの音量 (+) 

テレビの音量 (+) 

* 2 テレビの音量 (+) 

* 2 テレビの音量 (+) 

* 2 テレビの音量 (+) 

TV VOL - 

* 2 テレビの音量 ㈠ 

* 2 テレビの音量 ㈠ 

テレビの音量 ㈠ 

* 2 テレビの音量卜） 

* 2 テレビの音量 ㈠ 

* 2 テレビの音量卜） 

©TV MUTE 

* 2 テレビの消音 

* 2 テレビの消音 

テレビの消音 

* 2 テレビの消音 

* 2 テレビの消音 

* 2 テレビの消音 

©TV INPUT 

* 2 テレビの入力切り替え 

* 2 テレビの入力切り替え 

テレビの入棚り替え 

* 2 テレビの入力切り替え 

* 2 テレビの入力切り替え 

* 2 テレビの入力切り替え 

❼ 1-9, 0.+10 

数字キー 

数字キー 

数字キー 

数字キー 

数字キー 

登録局(卜 8) からの選択 

©TITLE 

タイトルメニュー表示 

❾ PRESET/CH ^ 

メニュー選択（上へ） 

ビデオデッキのチャンネル選択 (+) 




登録チャンネ臟 (+) 

PRESET/CH \/ 

メニュー選択（下へ） 

ビデオデヅキのチセンネ) U 択 H 




登録チャンネル顧 ㈠ 

PRESET/CH < 

メニュー選択（左へ） 

PRESET/CH > 

メニュー選択（右へ） 

SELECT 

メニュー選択赖 

❿ RETURN 

前の_に戻る(メニ; i - i ) 

❿ REC/DISC SKIP 

* 5 ディスクスキップ 

録画 

* 3 ビデオデッキの録画 

* 5 ディスクスキップ 

* 4 録音 


> 

再生 

再生 

* 3 ビデオデッキの再生 

再生 

再生 


< K 1 

巻き戻し 

巻き戻し 

* 3 ビデオデッキの巻き戻し 

巻き戻し 

巻き戻し 


[» 

早送り 

早送り 

*3 ビデオデッキの早送り 

早送り 

早送り 


AUDIO 

オーディオメニュー表爪 

□ 0 

-時停止 

-時停止 

* 3 ビデオデッキの一時停止 

-時停止 

-時停止 


KKl 

チャプタ-スキップト） 



スキップ(一） 

スキップ(-） 


OOl 

チヤプタ-スキップ (+) 



スキップ (+) 

スキップ (+) 


□ 

停止 

停止 

* 3 ビデオデッキの停止 

停止 

停止 


❿ ENTER 

夕仆ル/インデヴクス表示 

項目決定（メこ: i -_) 

12 

インデックス表示 

インデックス表示 


❿ MENU 

メニュー表爪 





登録グループからの選択 
( A / B / C / D / E ) 

❿ DISPLAY 

ディスプレイ表示 



ディスプレイ表示 

ディスプレイ表示 



機器のリモコンに POWER キーがあるときだけ、機能します。 

* 2 テレビのメーカーコードが D - TV / CBL か回に設定されていれば、入力を切り替えなくてもお手持ちのテレビを操作することができます。テレビのメーカー 
コードが D - TV / CBL と回の両範囲に設定されているときは、 D - TV / CBL 内の信号が優先されます。 

* 3 ビデオデッキのメーカーコードが VCR に設定されていれば、入力を VCR に切り替えなくてもお手持ちのビデオデッキを操作することができます。 

* 4 CD レコー ダーでは操作できません。 

* 5 ディスクチェンジヤー機能のないプレーヤーでは操作できません。 


他の機器を操作する 


応用操作 


CODE SET 

POWER 

湖 

| POWER 

WT 

STANO 0 Y 

SYSTEM 

POWER 

-II ^ II 

CD 

DVD 

o 

VCR 

o 

Q 

o 

o 

(3 D 

i 

o 

V-AUX 

o 

CMD 

m 

SLEEP 

o 

AMP 

0 TV VOL 

+ 

TVCH 

VC 

+ / 

LUME 0 

/ - 

TVMLTTE 

一口 

、 INPUT 

c 

- \ 

iute | 
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• スーパーウーファーの調節範囲は、 一 20〜 OdB で 

9 O PRESET/CH 


F^i~T > Jk. 


ご注意 



ク トスピーカーの 音量を調節する 


再生音を聴きながら、エフェクトスピーカー(センター、リ 
ア R 、 リアしスーパーウーファー)の音量を調節できます。 
調節はリモコンで行います。 


EI く キー または〉 キーを 押して、 スピーカー の音 

量を調節する。 

• センターおよびリアし R スピーカーの調節範囲は、 
+10〜一1 OdB です。 


□ AMP キーを 押す。 


(ソース再生中） 




B LEVEL キーを繰り返し押して、調節したいス 

ピーカーを選ぶ。 

LEVEL キーを押すごとに、下記の順に調節するスピー 
力一が切り替わります。 

CENTER (センター ) —R SUR . CU ァ R)—L SUR.CU 
ア L )- SWFR (スーパーウーファー )— CENTER (セン 
夕 一 )—." 

LEVEL 


• セツトメニューの「1 A CENTER 」 および 「1 C REAR LRJ 
が NON に 、 「ID BASS 」 が MAIN に設定されている場合 
は、そのスピーカーのレベル(音量)は調整できません。 

• LEVEL キーでスピーカーレベル(音量)を調節すると、テ 
ストトーンで調節したスピーカーレベル(音量)も変更さ 
れます。 

• あらかじめ、 20-21 ページの「テスト!ンで調節す 
る」に記載されている手順にそってスピーカーを調節す 
ることをお勧めします。 


TITLE I 




み 


化 

V 


ご、こ ヒント 

LEVEL キーでレベル表示にすると、\/キーまたは八 
キーでもスピーカーを選べます。 


LEVEL 


title ! 





,ls 

fj 0 w 

110 IS 20 

一©二 010 


o 


□os 

055 

IDOO 

OBOO 6 


EMUnl 


EFnnl \ 
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f~o~i r^i r^i i^i 

回 ㈣ Cs ] 


メモリーノ（ックアツプについて 
本機の電源を切っても、セットした内容は消えずに言己 
憶（メモリー）されます。ただし、1週間以上電源コー 
ドが電源コンセントからはずれていたり、電気が供給 
されなかった場合には、メモリーが消え、工場出荷時 
の設定に戻ります。その場合は、もう一度セットしな 
おしてください。 


エフェクトスピーカーの音量を調節する 


■ 5ch Stereo 選択時のスピーカーレ 
ベル調節 

音場プログラム 「5 ch Stereo 」 モード専用のレベル調節 
をおこな5ことができます。 

50%にすると、各チャンネルの出カレベルが半分になり、 
0%にすると音は出なくなります。 

センターレベル 

CT LEVEL 

• 機能: 5 ch Stereo モード時にセンターチヤンネルの出力 
レベルを調節します。 

リアレフトレベル 

RL LEVEL 

• 機能: 5 ch Stereo モード時にリアレフトサラウンドチヤ 
ンネルの出カレベルを調節します。 

リアライトレベル 

RR LEVEL 

• 機能: 5 ch Stereo モード時にリアライトサラウンドチャ 
ンネルの出カレベルを調節します。 

• 可変範囲: 〇〜100%(各スピーカー） 

• 初期設定：1〇0%(各スピーカー） 


EI 八キーまたは v キーを繰り返し押して、調節 
したいスピーカーを選ぶ。 


$ 

I , 

公 


! 


|l < 1 

い ELECT | | > | 卜 

! 



□ 〈キーまたは〉キーを押して、スピーカーの音 

量レベルを調節する。 


『ClhT >《+八卜 


5 ch Stereo で調節した音量レベルは、テストトーンや 
LEVEL キーで調節した音量レベルにも反映されます。 
(5 ch Stereo モード時のみ） 

セツトメニユーの H A CENTER 」 および 「1 C REAR LR 」 
が NON に 、 「ID BASS 」 が MAIN に設定されている場合 
は、そのスピーカーのレベル(音量)は調整できません。 


11 AMP キーを 押す。 


(ソース再生中） 


AMP 


B リモコンの数字キー「4」を押して 「5 ch 

Stereo 」 を選ぶ。 


HALL JAZZ CLUB CONCERT 

o ® © 

TV MONO MOVIE ' 

SPORTS MOVIE THEATER 1 THEATER S' 

0 0 (5 ^ 

SUR. - SELECT MATRIX 6.1 STEREO 

( 91 l ° J ("+1 。） ( EmER ) 

EFFECT 


一 1 2:0111 

一 IE }© 

¥ 0 ® 
20 s -® 



H 

6 

o 

HI 

u 

0- 

o 

hH 

) 

1 

1 

巴 

—— 

パ 

_=ac — 


応用操作 
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リモコンを使って調節してください。 


ディレイタイムは各音場プログラムごとに最適値がそれぞれ 
プリセツトされていますので、通常は初期値のままで十分お 
楽しみいただけます。しかし、必要があれば、再生音を聞き 
ながらソースやリスニング J レームの状況に応じてさらに調節 
することができます。 

メインス ピーカーの 音とリアス ピーカーの サラウンド音が 
出力されるときの時間差をディレイタイムといいます。数 
値を大きくするほどサラウンド音が遅れて出力され、音場 
空間が大きく感じられます。ディレイタイムは各音場プロ 
グラムごとに設定することができます。 

下記の表は工場出荷時に設定されたデイレイタイムです。 



プログラム名 

初期設定 (ms) 

1 

CONCERT HALL 

45 

2 

JAZZ CLUB 

30 

3 

ROCK CONCERT 

15 

4 

DISCO 

26 


GAME 

36 


CONCERT VIDEO 

21 

5 

TV SPORTS 

10 

6 

MONO MOVIE 

69 

7 

70 mm SPECTACLE 

23 


DGTL SPECTACLE 

15 


DTS SPECTACLE 

15 


AAC SPECTACLE 

15 


Spectacle 6.1 

15 


70 mm SCI-FI 

20 


Sci-Fi 6.1 

15 


DGTL SCI-FI 

15 


DTS SCI-FI 

15 


AAC SCI-FI 

15 

8 

70 mm ADVENTURE 

20 


DGTL ADVENTURE 

15 


DTS ADVENTURE 

15 


AAC ADVENTURE 

15 


Adventure 6.1 

15 


70 mm GENERAL 

20 


DGTL GENERAL 

15 


DTS GENERAL 

15 


General 6.1 

15 


AAC GENERAL 

15 

9 

PRO LOGIC/NORMAL 

15 


DOLBY DIGITAL/NORMAL 

5 


DTS DIGITAL SUR./NORMAL 

5 


AAC DIGITAL SUR./NORMAL 

5 


Matrix 6.1 

5 


PRO LOGIC/ENHANCED 

20 


DOLBY DIGITAL/ENHANCED 

5 


DTS DIGITAL SUR./ENHANCED 

5 


AAC DIGITAL SUR./ENHANCED 

5 


Enhanced 6.1 

5 


PRO LOGIC II Movie 

15 


PRO LOGIC II Music 

5 


U AMP キーを 押す。 ^ 

(ソース再生中） 

&ディレイタイムを調節したい音場プ□グラムを選ぶ。 


0 A キー または V キーを 押す。 

ディスプレイに DELAY が表示されます。 



CT <または〉キーを押してディレイタイムを調節 

する。 


ご注意 


• ソースによっては、ディレイタイムを増減しすぎると、効 
果音が不自然になることがあります。 

•ディレイタイム調節中は、再生中の音が一時的に途切れ 
ることがあります。 


メモリーバックアップについて 
本機の電源を切っても、セットした内容は消えずに言己 
憶（メモリー）されます。ただし、1週間以上電源コー 
ドが電源コンセントからはずれていたり、電気が供給 
されなかった場合には、メモリーが消え、工場出荷時 
の設定に戻ります。その場合は、もう一度セットしな 
おしてください。 



レイタイムを調節する 
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II AMP キーを押す。 

AMP 

YA PRO LOGIC II Music を選択できるまで、数字 
キー9と0を押す。 

等 

M A キーまたは V キーを押 


して、変更したい項目を選 

R：：v 

-fi < 1 i 驅 i i > fl+ 

ぶ。 

CJ 〈キーまたは〉キーを押し 

PRESET/CH 

て、設定値を変更する。 

-しく-セ M 


& 他の設定値を変更したいときは、手順3と4を 

繰り返す。 


ノ V ノラマ 

■ PANORAMA 

メインし R の音声を左右に大きく回り込ませることで、サ 
ラウンド音場につながるような広がり感を得ることができ 
ます。 

機能： ドルビープ□ロジック II のフロント音場の 

広がりを調節します。 

選択項目： OFF / ON 、 初期設定： OFF 

ディメンション 

■ DIMENSION 

再生するソフトによって生じる、フロントとリアのレベル 
差を調節して、お好みのバランスにすることができます。 
機能： ドルビープ□ロジック II のサラウンド音場 

の、フロント側とリア側のレベル差を調 
節します。 

可変範囲： 一3(リア方向へ強く)、+3 (フロント 

方向へ強く） 

初期設定 ： STD ( Standard ) 

ウィドス センター ウィドス 

■ CT WIDTH (Center width) 

センターからの音声を、お好みにあわせて左右に振り分け 
ることができます。 

機能： ドルビープ□ロジック II のセンター音声の 

左右への広がりを調節します。 

可変範囲： 〇(センターチャンネル音声がセンタース 

ピーカーからのみ出力されます。）〜 

7 (センターチャンネル音声がメイン L 、 

R スピーカーから のみ出力されます。） 
初期設定：3 



リモコンを使って調節してください。 


セットメニュー「10 MEM . GUARD 」 が〇 N に設定されて 
ドルビープ□ロジック II Music の設定値を調整して、リ いる場合は、設定値を変更できません。 

スニン グルームの 音場をアレンジできます。 


設定値(パラメーター)を変更する 


プ□ロジック II Music 設定値 
(パラメーター）一覧 


ドルビープロロジック II Music の設定値(パラメーター)を調節する 


メモリーバックアップについて 
本機の電源を切っても、セットした内容は消えずに言己 
憶（メモリー）されます。ただし、1週間以上電源コー 
ドが電源コンセントからはずれていたり、電気が供給 
されなかった場合には、メモリーが消え、工場出荷時 
の設定に戻ります。その場合は、もう一度セットしな 
おして < ださい。 


ご注意 


応用操作 


s 

6 
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5 

HI 
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故障かな？と思ったら 


使用中に本機が正常に作動しなくなった場合は、下記の点をご確認ください。下記以外で異常が認められた場合や、対処 
しても正常に作動しない場合は、本機の電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いて、お買上げ店または最寄りのヤ 
マノ V 電気音響製品サービス拠点にお問い合わせ、サービスをご依頼ください。 

■ 全般 


症状 

原因 

解決方法 

参照 

ページ 

電源を入れてもすぐに 
切れてしま5。 

電源プラグの接続が不完全。 

電源プラグをコンセントにしっかり差し込んでく 
ださい。 

— 


「CHECK SP W 旧 ES 」 と表示されて 
いるときは、スピーカーコードが 
ショートした状態で電源を入れたた 
め、保護回路が作動し電源が切れた。 

すべてのスピーカーケーブルが正しく接続されて 
いることを確認してください。 

10,11 


本機が落雷や過度の静電気など、外部 
からの強い電気ショツクを受けた。 

本機をスタンバイ状態にし、電源コードを抜いて、 

約30秒経ってから差し込み直して、電源を入れ 
て < ださい。 


音が出ない。 

接続が不完全。 

接続を確認してください。 

10〜17 


再生するソースの選択が適切でない。 

INPUT < d / l > キー、 6 CH INPUT キーまたは入 
力選択キーで正しく選択をしてください。 

22 


スピーカーの接続が不完全。 

スピーカーの接続を確認してください。 

10,11 


音量が絞られている。 

音量を大きくしてください。 

23 


消音されている。 

リモコンの MUTE (消音）キーまたは VOLUME 
十/ーキーなどを押して消音を取り消し、音量を調 
節してください。 

23 


CD - ROM などを再生したため、本機で 
再生できないデジタル信号が入力され 
ている。 

本機で再生可能な信号のソースを再生してくださ 
い 0 


| DSP - AX 530| 

画像が表示されない。 

映像の出力側と入力側を異なった種類 
のビデオ端子で接続している。 

入出力側とも、ビデオや S ビデオ、コンポーネン 
トビデオなど同じ種類の端子で接続してくださ 
い 0 

13、14 

音声が突然出なくな 

スリープタイマーが作動した。 

電源を入れて、ソースを再生しなおしてください。 

41 

消音している。 

リモコンの MUTE (消音）キーまたは VOLUME 
十/ーキーなどを押して消音を取り消し、音量を調 
節してください。 

23 

片側チャンネルの音が 
ほとんど出ない。 

接続が不完全。 

接続を確認してください。 

10〜12 

セツトメニューの「5 L/R BALANCE 」 

が正しく設定されていない。 

バランスを正しく設定しなおしてください。 

47 

メイン スピーカー 以外 
の スピーカーから 音が 
出ない。 

STEREO になつている。 

STEREO / EFFECT キーを押して、音場効果を 
「入」 ( EFFECT ) にしてください。 

28 

ドルビーサラウンドやドルビーデジタ 
ル、 DTS 、 AAC 信号でエフェクト信号 
が入つていないソースを再生している。 

別の音場プ□グラムを選択してください。 

29〜36 


48 kHz を超えるサンプリング周波数の 
デジタル信号が本機に入力されてい 
る 0 

48 kHz を超えるサンプリング周波数のデジタル信号 
入力時は、メインスピーカー以外のスピーカーから 
音は出ません。 

24 
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故障かな？と思ったら 


解決方法 


センタースピーカーか 
ら音が出ない。 


センタースピーカーの音量レベルが最 
小まで絞られている。 


センタースピーカーの音量レべ>1レを上げてくださ 


セツトメニューの「1 A CENTER 」 が 
NCN になっている。 


センタースピーカ_モ_ドを正しく設定してくだ 
さい0 


Hi-Fi DSP プログラム No . l 〜4 (5 ch 
Stereo を除く）を選択している 0 


別の音場プログラムを選択してください。 


ドルビーデジタルまたは DTS、AAC 
ソースにセンターチヤンネル信号が含 
まれていない。 


リアス ピーカーから 音 
が出ない。 


U アスピーカーの音量レべ>1レが最小ま 
で絞られている。 


U アスピーカーの音量レベルを上げてください。 


音場プ□グラムの No . 9でモノラルソー 
スを再生している。 


他の音場プ□グラムを選択してください。 


29〜36 


スーパーウーファー か 
ら音が出ない。 


セツトメニューの 「1 DBASS 」 を 
MAIN にしたまま、ドルビーデジタルや 
AAC 、 DTS ソースを再生している。 


SWFR または巳 OTH に設定してください。 


セツトメニューの 「1 DBASS 」 を 
SWFR または MAIN にしたまま、2チヤ 
ンネルソースを再生している。 


巳〇 TH に設定して < だ'さし、 


ソースに LFE などの低音信号 （90 Hz 以 
下）が含まれていない。 


低音の再生不良。 スーノ 又ーウーファ ーを使用していない 

のにセツトメニューの「1 D BASS 」 
が SWFR または巳 0 TH に設定されてい 
る0 


MAIN に設定してください。 


セットメニューの各スピーカーの モー 
ド設定（メイン、センターまたはリ 
ア）がお使いのスピーカー構成と一致 
していない。 


お使いのスピーカーの大きさをもとに、各スピー 19, 44, 

カーを適切な出カモードに設定してください。 45 


八ム音が出る。 


ピンケープ)レの接続が不完全。 


ピンケープ)レの接続を確認してください。 


10〜16 


音量を上げることがで 
きない。または、音が 
歪んでいる。 


本機の OUT ( REC ) 端子に接続してい 
る機器の電源が入っていない。 


OUT ( REC ) 端子と接続している機器の電源が切 
れている場合には、再生音が歪んだり、音量が下 
がったりすることがあります。接続機器の電源を 
入れてください。 


音場効果を加えた音を 
録音できない。 


音場効果を加えた音は録音できませ 
ん〇 
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故障かな？と思ったら 


症状 

原因 

解決方法 

参照 

ページ 

録音できない。 

| DSP - AX 530| 

デジタル録音時にアナログソースを入力 
している。 

デジタルソースを入力してください。 


| DSP - AX 530| 

本機と再生機器および録音機器がデジタ 
ル接続されていない。 

デジタル接続してください。 

12〜15 

アナログ録音時にデジタルソースを入力 
している。 

アナログソースを入力してください。 

— 

本機と再生機器および録音機器が、アナ 
□グ接続されていない。 

アナログ接続をしてください。 

12〜15 

| DSP - AX 530| 

録音機器によっては、ドルビーデジタル 
や DTS 、 AAC などのデジタルソースを 
録音できません。 



スピーカーレベルやセツト 
メニューなどの設定値を変 
更できない。 

セットメニューの「10 MEM . 

GUARD 」 が〇 N に設定されている。 

〇 FF に設定してください。 

48 

本機が正常に作動しない。 

内部マイコンが外部電気ショック(落雷 
または過度の静電気)、または電源電圧 
の低下によってフリーズしている。 

コンセントから AC 電源プラグを抜き、約30秒 
後にもう一度差し込んでください。 


デジタル機器や高周波機器 
から雑音が出る。 

本機がデジタル機器または高周波機器に 
接近しすぎている。 

本機をそれらの機器から離して設置してくださ 
い0 

— 

使用中に突然電源が切れ 

機器内部の温度が上昇したため、保護回 
路が作動し電源が切れた。 

温度が下がるのを待って、電源を入れ直してく 
ださい。 

— 

ドルビーデジタルまたは 
□TS の再生ができない（本 
機ディスプレイのドルビー 
デジタルまたは DTS のイン 
ジケーターが点灯しな 
い )〇 

接続した DVD プレーヤーなどの設定が 
「デジタル出力」かつ「ドルビーデジタ 
ルまたは DTS 」 に設定されていない。 

お使いの DVD プレーヤーなどの取扱説明書を 
ご覧になり、正しく設定してください。 


セツトメニューなどの設定 
内容が消えている。 

1週間以上電源コンセントを抜いていた 
り、外部タイマーが切れたままになって 
いた。 

1週間以上電源コンセントを抜いたままになっ 
ていると、内蔵メモリーの内容が消えてしまう 
ことがあります。もう1度設定し直してくださ 
い0 
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故障かな？と思ったら 


■ FM/AM 放送の受信 


症状 

原因 

解決方法 

参照 

ページ 


ステレオ放送になると雑音 
が多く聞きづらい。 

FM 放送の特性により、放送局から離 
れた地域やアンテナ入力が弱い場合 
に起きる。 

アンテナの接続を確認してください。 

FM 屋外アンテナを多素子のものに変えて 
ください。 

16 




マニュアル選局をしてください。 

37 

FM 

FM 専用アンテナを使用し 
ているが、音が歪むなど受 
信感度が悪い。 

マルチノ （ ス(多重反射)などの妨害電 
波を受けている。 

アンテナの高さや方向、設置場所を変えて 
ください。 



オート選局ができない。 

FM 放送の特性により、放送局から離 
れた地域やアンテナ入力が弱い場合 
に起ぎる。 

マニュアル選局をしてください。 

37 



屋外アンテナを多素子のものに変えてみて 
ください。 

16 


プリセット選曲ができない。 

プリセツト(メモリー)が消えている。 

もう一度プリセットしてください。 

38, 39 


オート選局ができない。 

電波が弱い、あるいはアンテナの接 
続が不完全0 

AM ループアンテナの方向を変えてください。 

16 



マニュアル選局をしてください。 

37 

AM 

「ジー」、「ザー」、「ガリ 
ガリ」などの雑音が入る。 

空電や雷による雑音、または蛍光 
灯、モ _ 夕 _ 、サ _ モスタツト付き 
の電気器具の雑音を拾っている。 

AM 屋外アンテナを張り、アースを完全に 
取ると減少しますが、完全に除去するのは 
困難です。 

16 


「プンプン」、「ヒュー 
ヒュー」などの雑音が入る 
(特に夕方に)。 

本機の近くでテレビを使用してい 
る0 

本機からテレビを離してください。 



■ I 」モコン 


症状 

原因 

解決方法 

参照 

ページ 

リモコンで操作できない。 

リモコン操作範囲から外れている。 

本体のリモコン受光窓から 6 m 以内、角度30° 
以内の範囲で操作してください。 

7 


本機のリモコン受光部に直射日光や照 
明（インバーター蛍光 1 灯など）が当 
たっている。 

照明、または本体の向きを変えてください。 



乾電池が消耗している。 

乾電池を全て交換してください。 

3 


操作する機器が選択されていない。 

入力選択キーを押して、操作したい機器を選 
択してください。 

49 

本機がリモコンで操作でき 
ない。 

本機が操作できるモードに切り替わっ 
ていない。 

リモコンの AMP キーを押してから操作してく 
ださい。 

- 

外部機器がリモコンで操作 
でぎない。 

システムコンポーネントは操作できま 
せん。 

お使いの機器に付属するリモコンで操作して 
<ださい。 

— 


メーカーコードが正しく設定されてい 
ない0 

メーカ_コ_ドを設定しなおしてください。 

50 


同じメーカーのコードの中から別のコードを 
設定してください。 

50, 63 


メーカーコードを正しく設定しても、 

メーカーまたはモデルによっては機器 
を操作できません。 

お使いの機器に付属するリモコンで操作して 
ください。 



ご注意 


• 本機は音楽や映画などを再生する目的で設計されていま 
す。信号発生器やテストディスクの信号またはパソコン 
用の CD - ROM などを再生すると、本機の故障の原因とな 
るばかりではなく、スピーカーをいためる原因となるこ 
とがあります。 


• デジタルオーディオインターフェース規格は民生用と業 
務用では異なります。本機は民生用のデジタルオーディ 
オインターフェースに接続する目的で設計されています。 
業務用のデジタルオーディオインターフェース機器を接 
続すると、本機の故障の原因となるばかりでなくスピー 
カーをいためる原因となることがあります。 iro 


用語解説 


信号処理関連 

サイレントシアター 

へッドホンでマルチスピーカーによる音場プログラム 
を擬似的に再現するための、ヤマ八独自のシステムで 
す。音場プログラムごとにへッドホン用の設定値が用 
意されているため、自然で立体感あふれる音場プ□グ 
ラムをへッドホンでもお楽しみいただけます。 

シネマ DSP 

ドルビーサラウンドや DTS のシステムは、本来映画館 
用に設計されているため、ご家庭では部屋の広さや壁 
の材質、スピーカーの数などの条件の違いによって、同 
じソフトであっても視聴感に差が出てしまいます。 
ヤマ八シネマ DSP は、豊富な実測データに基づく独自 
の音場技術を応用することで、ドルビープ□ロジック 
やドルビーデジタル、 DTS のシステムと組み合わせて 
音のスケールや奥行き、音量感を補い、ご家庭でも映画 
館のような視聴体験を実現します。 

ドルビーサラウンド 

ドルビーサラウンドは、ダイナミックで臨場感豊かな 
音響効果のために、左右2つのメインチャンネル(ステ 
レオ音声）、会話などを再生するセンターチャンネル 
(モノラル音声)、効果音のリアチャンネル(モノラル音 
声)の、アナログ4チャンネル方式を採用しています。リ 
アチャンネルの再生域は狭くなっています。 

現在、ほとんどのソフトに普及している方式です。本機 
内蔵のドルビープ□ロジックデコーダーは、各チャン 
ネルの音量を自動的に調整して安定させ、音の移動感 
や方向性を強調して、より正確なデジタル処理を行い 
ます。 

マトリクス 6.1 

本機は 5. 1チヤンネルのソースにリアセンターチヤンネ 
ルを加えて 6.1 チャンネル再生を可能にするドルビーデ 
ジタルや DTS 、 AAC マルチチャンネルソフト対応のマ 
トリクス 6.1 デコーダーを内蔵しています。（リアセン 
ターチャンネルはリア L とリア R チャンネルから作ら 
れます。）この追加チャンネルにより、特に飛び越えた 
り飛び回ったりといった動きのあるシーンで、よりダ 
イナミックでリアルな動作音をお楽しみいただけます。 


ドルビーデジタル 5. 1 チャンネル 

ドルビーデジタルは、完全に独立したマルチチャンネ 
ル音声を再生できるデジタルサラウンドシステムです。 
全帯域の音声成分を持つフロントの3チャンネル（し 
R 、 センター)と、リアのステレオ2チャンネル、低音域 
専用の LFE チャンネ)レの合計 5. 1チャンネ」レで構成され 
ます。 

リアがステレオ2チャンネルで収録されているため、ド 
ルビーサラウンドと比較して、音の移動感や周囲の環 
境音がより明確になります。全帯域の5チャンネルの幅 
広いダイナミックレンジと正確な音の定位によって、 
これまでにない迫力と現実感を再現できます。 

ドルビープ □ ロジック II 

2チャンネルで記録された音声を信号処理し、優れた分 
離感を保ったまま 5.1 チャンネル音声に変換します。映 
画用の MOVIE モードと、音楽などのステレオソース用 
の MUSIC モードが用意されています。従来の2チャン 
ネル音声(モノラル音声を除く）だけで記録された古い 
映画も、 5.1 チャンネルの迫力ある音声で楽しめます。 

バーチャルシネマ DSP ( デジタル•サ 
ウンド • フィールド • プロセッサー） 

リアスピーカーを設置していなくとも、仮想的にリア 
スピーカーの音場を再現することで、メインし R スピー 
カーだけで音場プログラムを楽しめます。センタース 
ピーカーを設置できない場合でも)、メイン U R の2ス 
ピーカーシステムでバーチャルシネマ DSP をお楽しみ 
いただけます。 

AAC (アドバンストオーディオ 
コーディング） 

MPEG -2 オーディオ規格の1つで、 BS デジタル放送で 
採用されています。モノラル音声から最大で7チャンネ 
ル音声までを効率良く圧縮して記録、伝送できます。 

本機は AAC デコーダーを搭載しているので、 BS デジタ 
ルチューナーで受信した番組の 5.1 チャンネル音声をデ 
コード(復号）して再生できます。 
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用語解説 


DTS (デジタル • シアター • システム 
ズ）デジタルサラウンド 

DTS デジタルサラウンドは、アナログの映画音声に 
取って代わる 5. 1チャンネル方式のデジタルサウンドト 
ラックとして開発された最新技術で、世界中の映画館 
に急速に普及しています。この技術を家庭用に調整し 
たものが、本機で採用している DTS システムです。極め 
て劣化が少なく、クリアな音質の6チャンネル(メイン 
し R 、 センター、2つのリアチヤンネル、スーパーウー 
ファー用 LFEO . 1チャンネ ) レを加えた 5. 1チャンネル)で 
構成されています。 

LFE (□ーフリケンシーエフ ェクト） 
0.1 チャンネル 

音声成分の帯域が2◦〜120 Hz の、低音域専用チャン 
ネルです。ドルビーデジタルと DTS 、 AAC で、全帯域 
用の5チャンネルに加えて、効果的な場面で低音を増強 
するために使用されます。音声の帯域が低域のみに制 
限されているので、 0.1 と表現されます。 

ビデオ関連 

コンポーネントビデオ信号 

映像信号を「輝度を表す信号: Y 信号」と「色を表す信号: 
Pb / Cb および Pr / Cr 信号」の3系統に分けて伝送します。 
それぞれの信号を独立して伝送するため、色をより忠 
実に再現できます。また、コンポーネント信号は、色信 
号から輝度信号を引いているので色差信号とも呼ばれ 
よ9 〇 

コンポーネント信号を出力するには、コンポーネント 
入出力のあるモニターと再生機器が必要です。 

S ビデオ信号 

s ビデオ信号は、通常ならピンコードで伝送される映像 
信号を、専用の s ビデオコードを使って、輝度を表す丫 
信号と色を表す c 信号に分けて伝送する方式です 。 s 
VIDE ◦端子で接続すると、より美しい映像で録画/再 
生をお楽しみいただけます。 


オーディオ関連 

サンプリング周波数/量子化ビット数 

アナログ音声信号をデジタル信号化する際に、1秒間 
にサンプリング(信号の大きさを数値に置き換えるこ 
と）を行う回数をサンプリング周波数といい、音の大き 
さを数値化するときのきめの細かさを量子化ビット数 
といいます。 

再生できる周波数帯は「サンプリング周波数」で決まり、 
音量の差を表わすダイナミックレンジは「量子化ビット 
数」で決まります。原理的には、サンプリング周波数が 
高いほど再生可能な音域が広がり、量子化ビット数が 
大きいほど音の大きさの変化をきめ細かく再現できる 
ことになります。 

PCM (リニア PCM ) 

MP 3 形式や ATRAC 形式のようにアナログ音声信号を 
圧縮せずに、そのまま符号化して録音•伝送する方式で 
す。 「 PCM 」 は、パルス•コード•モジュレーションの略 
で、アナログ信号をパルスの符号にして変調記録する 
という意味です。 

音楽 CD や DVD オーディオの録音方法などで採用されて 
います。 PCM 方式では、非常に短く区切った単位時間 
あたりの信号の大きさを数値に置き換える（サンプリン 
グ)手法を用いています。 


その他の情報 
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オーディオ部 

定格出力 (6 Q 、20 Hz 〜20 kHz 、0_06% THD ) 

メイン L/R .75 W +75 W 

センター .75 W 

U ァ L/R . 各 75 W 

実用最大出力(60、 EIAJ 、 1 kHz 、 1 0% THD ) 

メイン L/R .100 W +100 W 

センター .100 W 

U ァ L/R . 各100 W 

ダイナミックノ（ワ ー( IHF 、 6/4/2 Q ) 

メイン L/R . 105/1 25/1 45 W 

ダンピングファクター (8 Q 、20 Hz 〜 20 kHz ) 

メイン L/R . 80以上 

周波数特性 

(CD 他ーメイン） .10 Hz 〜100 kHz 、一3 dB 

全高調波歪率 (8 Q 、 20 Hz 〜 20 kHz 、40 W ) 

( CD - 音場効果「切」、メイン SP OUT ) 0.06%以下 
S / NCIHF - A ネットワーク、入カシヨート） 

CD — メイン SP OUT 、 音場効果「切」、 

250 mV 入力 . 100 d 巳以上 

残留ノイズ ( IHF - A ネットワーク） 

メイン L/R SP OUT . 1 50" V 以下 

チヤンネルセパレーシヨン 

(1 kHz /10 kHz 、5 _l kO 夕ーミネート） 

CD 他 .60 dB 以上/ 45 d 巳以上 

f ンコント□—ル(メイン L / R ) 

BASS . 士 10 d 巳/ 50 Hz 

TREBLE . +1 0 dB /20 kHz 

へッドホン出力/インピーダンス . 0.34 V /560 Q 

入力感度/入カインピーダンス(アナログ） 

CD 他 . 1 50 mV /47 kQ 

6 CH INPUT . 1 50 mV /47 kQ 

出力電圧/出カインピ_ダンス(アナログ） 

REC OUT .150 mV /1.2 kQ 

SUB WOOFER .4.0 V /1.2 kQ 

A / D コンバーター 

64 倍オーバーサンプリング方式24ビット 
D / A コンバーター 

128倍才ーバーサンプリング方式24ビット 

ビデオ部 

ビデオ信号方式 . NTSC 

ビデオ信号レベル 

VIDEO . 1 Vp - p /75 Q 

S-VIDEO ( | dsp - ax 53 o | のみ) 

Y . 1 Vp - p /75 Q 

C . 0.286 Vp - p /75 Q 

COMPONENT VIDEO ( Idsp - axmoI のみ) 

Y .1 Vp - p /75 Q 

Cb / Cr .0.7 Vp - p /75 Q 

S/N .50 dB 以上 


周波数特性 (MONITOR OUT ) 

VIDEO .5 Hz 〜10 MHz '-3 dB 


S-VIDEO ( | dsp - ax 53 o | のみ) 


5 Hz 〜10 MHz 、 一 3 dB 


COMPONENT VIDEO ( Idsp - axs 3 。」 のみ) 


, DC 〜30 MHz '-3 dB 


FM チューナー部 

受信周波数 .76_0 MHz 〜 90_0 MHz 

50 d 巳 S / N 感度 （1 kHz 、1 00%変調） 

モノ .2.0/ iV (17.3 dBf ) 

ステレォ .25/ iV (39.2 dBf ) 

実効選択度 (400 kHz ).70 dB 

S/N ( IHF 、 モノ/ステレオ） .76 dB /70 d 巳 

歪率 （1 kHz 、 モノ/ステレオ） . 0.2%/0.3 〇 /〇 

ステレオセパレーシヨン （1 kHz ) .45 d 巳 

周波数特性 .20 Hz 〜 15 kHz 、 +0.5、一 2 dB 


AM チューナー部 

受信周波数 . 

実用感度 . 


, 531 kHz 〜161 1 kHz 
.300/ iV/m 


総合 

電源電圧 . AC 1 00 V 、 50/60 HZ 

消費電力 . 180 W 

待機電力 .0.6 W 

AC アウトレット(電源スイッチ連動、合計1 00 W ) ...... 2 

寸法(幅 X 高さ X 奥行き） 

| dsp - ax 53 o | .435 X 151 X 387 mm 

■•UAmi .435 X 151 X 380 mm 

重量 .1 Okg 

付属品 

3 ページをご覧ください。 

仕様、および外観は、改良のため予告なく変更することが 
あります。 

本機は「高調波ガイドライン」適合品です。 

「高調波ガイドライン」適合品とは、通産省 • 資源エネル 
ギー庁の定めた「家電•汎用品高調波抑制対策ガイドライ 
ン」に基づき、商用電力系統の高調波環境目標レベルを考 
慮、 して設計 • 製造した製品です。 
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メーカーコード_覧表 


下表のメーカー製品であっても形式、年式によって使用できないものがあります。他社のメーカーコードを 
設定した場合、機種によっては操作できないもの、または限られた機能しか操作できないものがあります。 
この場合は、お使いの機器専用のリモコンをご利用ください。 


TV 

AIWA 

1481 


FUNAI 

1341,1361 ， 


1411, 

1451 

GENERAL 

1291 


HITACHI 

1351 


MITSUBISHI 

1381 


NEC 

1321 


PANASONIC 

1311, 

1371, 

PIONEER 

1431 

1331 


SAMSUNG 

1461 


SANYO 

1231, 

1251 ， 

SHARP 

1261 

1241, 

1271 

SONY 

1281, 

1441 

TOSHIBA 

1301 


VICTOR 

1201, 

1211, 

ベスト 

1221 

1321, 

1341, 


1361, 

1411, 


1451, 

1461, 

YAMAHA 

1471 

0361, 

1031 ， 


WARDS 

YAMAHA 


0034 

0004, 0014, 
0104, 0114, 
0164, 0174, 
0264 


ケーブル TV チューナー 


Pioneer 

0006, 

0086 

BS デジタルチユ 

ーナー 

PANASONIC 

0896 


SONY 

0906 


TOSHIBA 

0916 


テープデッキ 


AIWA 

0094, 
0224 

0214 ， 

AKAI 

0184 


CARVER 

0094 


DENON 

0304 


FISHER 

0144 


GARRARD 

0194, 

0204 

KENWOOD 

0124, 

0134 ， 


0154, 

0234, 


0244, 

0264 

MAGNAVOX 

0094 


MARANTZ 

0094, 0344 

MITSUBISHI 

0184 


ONKYO 

0364, 

0374 

OPTIMUS 

0034, 

0064 ， 


0204, 

0334 

PHILIPS 

0094 


PIONEER 

0034, 
0064 

0044 ， 

REVOX 

0354 


SANSUI 

0094, 

0344 

SHARP 

0264 


SHERWOOD 

0334 


SONY 

0054, 
0324 

0084 ， 

TEAC 

0194, 

0254 

TECHNICS 

0074, 

0314 

VICTOR 

0274, 
0294 

0284, 


ビデオデッキ 

HITACHI 

0102, 0562, 

0572, 0582 ， 

0592, 0602 ， 

0992 

MITSUBISHI 

0452, 0462, 

0542, 0762, 

0952,1082 

NEC 

012 2, 020 2, 

0292, 0422, 

043 2, 0542, 

0632 

PANASONIC 

0012, 005 2, 

009 2, 0222, 

0372, 0382, 

0392,0412, 

0932 

SANYO 

0242, 061 2, 

0842, 090 2, 

0922 

SHARP 

0402, 0472 

SONY 

0032, 0332, 

035 2, 0362, 

067 2, 0792, 

0932 

TOSHIBA 

006 2, 0302, 

0342, 0622, 

0682,0712, 

0762 

VICTOR 

020 2, 0522, 

0532, 0542, 

0552 

YAMAHA 

020 2, 0632 

DVD プレーヤー 

DENON 

0188 

HITACHI 

0198 

KENWOOD 

0148 

ONKYO 

006 8, 0128 

PANASONIC 

0028 

PHILIPS 

0098,0128 

PIONEER 

0108, 0118 

SAMSUNG 

0078 

SHARP 

0038 

SONY 

0018 

TOSHIBA 

0048, 0128 

VICTOR 

0088, 0178 

YAMAHA 

0008, 0028 

0098 

LD プレー 

ヤー 

PIONEER 

0017, 003 7, 

0137 

SONY 

0047, 005 7, 

0117 

YAMAHA 

0007, 0067 


GARRARD 

GENEXXA 


CD プレーヤー 

ACOUSTIC RESEARCH 
1295 

ADC 0025,0065 

ADCOM 0205, 0255, 

1015 

AIWA 0295, 0945, 

1035,1055 
AKAI 0175,0485, 

0535 

AUDIO-TECHNICA 0545 
BSR 0245, 0655, 

0775 

CALIFORNIAAUDIO LAB 
0055 

CARVER 0285, 1135 

CROWN 0185 

DENON 0275, 0875, 

0885 

EMERSON 0205,0325, 

1105 

FISHER 009 5, 055 5, 

0925,1005 
GARRARD 0365 

GENEXXA 0305,0325, 

1105 

HARMAN/KARDON 

0105, 0175, 
0465, 0995 
HITACHI 0195,0205, 

0505,0815 
KENWOOD 0045, 0095, 

0405, 0585, 
072 5, 073 5, 
0745, 075 5, 
0895 

KYOCERA 0025 

LUXMAN 0075, 042 5, 

0675, 0705, 
0715, 0985 
MAGNAVOX 0165,02 15, 

0645, 0955 
MARANTZ 0215,0235, 

0375, 078 5, 
1345 

MCINTOSH 035 5, 1085 

MCS 0905, 1315 

MEMOREX 0205, 0225, 

0235, 0305, 
0325,1105 
MISSION 0215 

MITSUBISHI 0135 ,0445 

MTC 1255 

NAD 0035 ,0615, 

0685, 0695 
NAKAMICHI 0125,0435, 

0515 

NEC 0255, 0905, 

0965 

NIKKO 0545 ,1005 

ONKYO 0155,0455, 

0495, 0805, 
1155 


KENWOOD 


KYOCERA 

LUXMAN 


MAGNAVOX 


MCINTOSH 

MCS 

MEMOREX 


MISSION 

MITSUBISHI 

MTC 

NAD 

NAKAMICHI 


NIKKO 

ONKYO 


PANASONIC 

PHILIPS 

PIONEER 

PROTON 

QUASAR 

RCA 


REVOX 

ROTEL 

SAE 

SANSUI 


SHERWOOD 


TECHNICS 

VICTOR 

WARDS 

YAMAHA 


0225, 024 5, 
0555, 0595, 
0845, 0855, 
0865, 0895, 
0935 

0055, 0825, 
1095,1125 
0165, 0215 
0305, 0935, 
1045 

021 5, 1185 
0055 

0205, 091 5, 
1115 

0205, 0225, 
0235, 0325, 
0555, 0845 
1175 
0215 
0215 

0215, 0625, 
0975, 1025, 
1105 

0145, 0555, 
0635, 0765 
0325,1105 
0345 

0235, 0665, 
0895,1065, 
1075 

0115, 0235, 
0395, 0475 
0065, 0565, 
0865,1145 
0025 

0235, 0335, 
0385, 0525, 
0795, 0835, 
1355 

0055, 0605, 
1095 
0315 
0175 

0005, 001 5, 
0085, 0415, 
0545, 0575, 
1065 


CD レコーダー/ 
CD-RW 

HITACHI 0474 

MARANTZ 0484, 0494 

PHILIPS 0444 

PIONEER 0454, 0464 

VICTOR 0504 

YAMAHA 0414 


MD レコーダー 


KENWOOD 

PIONEER 

SHARP 

SONY 

YAMAHA 


0384 

0424 

0434 

0394 

0024, 0394, 
0404 


その他の情報 



ヤマ八ホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、安心してご愛用いただけるためのものです。 
サービスのご依頼、お問い合わせは、お買上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。 


保証期間 

お買い上げ日より1年間です。 

保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは 
保証書をご覧ください。 

保証期間が過ぎているとき 

修理によって製品の機能が維持できる場合にはご要望により有料 
にて修理いたします。 

修理料金の仕組み 

• 技術料: 故障した製品を正常に修復するための料金です。技術 
者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、一般管理費等が 
含まれています。 

• 部品代: 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯する 
部材等を含む場合もあります。 

• 出張料: 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。 
別途、駐車料金をいただく場合があります。 

補修用性能部品の最低保有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造打切り後8年(テープデッ 
キは6年)です。この期間は通商産業省の指導によるものです。補 
修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品 
です。 

持ち込み修理のお願い 

故障の場合、お買い上げ店、または最寄りのヤマハ電気音響製品 
サービス拠点へお持ちください。 

製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼なさるときは製品の状態をできるだけ詳しくお 
知らせください。また製品の品番、製造番号などちあわせてお知 
らせください。（品番、製造番号は AV 製品の背面もしくは底面に 
表示してあります。） 

スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電 
気部品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますので、 
エージングの差による音色の違いが出る場合があります。 

摩耗部品の交換について 

本機には使用年月とともに性能が劣化する摩耗部品(下記参照)が 
使用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用 
時間等によって大きく異なります。 

本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部 
品を交換されることをお薦めします。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマノ V 電気音響製品 
サービス拠点へご相談ください。 

^摩耗部品の一例- N 

ボリュームコント□—ル、スィッチ-リレー類、接続端子、ランプ、ベル 
卜、ピンチ□—ラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 

※このページは、安全にご使用いただくために AV 製品全般につ 
いて記載しております。 


ヤマハ株式会社 

〒430 -865 〇浜松市中沢町10 -1 

ヤマノ V オーディオ&ビジュアルホームページ 
http :// www . yamaha . co . jp / audio / 
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ヤマ八 AV 製品の機能や取扱いに関するお問合せは^ 

お客様ご相談センター 
TEL (0570) 01-1808 (ナビダイヤル) 

全国どこからでも市内通話料金でご利用いただけます。 


携帯電話、 PHS からは下記番号におかけください。 

TEL (053) 460 - 3409 

FAX (053) 460 - 2777 

住所〒 430-8650 静岡県浜松市中沢町 10-1 

ご相談受付時間10:00〜12:00,13:00〜18:00 
(土•日 • 祝日及び弊社が定めた日は休業とさせていただき 
ますのであらかじめご了承ください。） 

ヤマハ AV 製品の修理、 サービスパーツに 関するお問合せは 

(ヤマノ V 電気音響製品サービス拠点） 

北海道 〒〇 64-8543 札幌市中央区南十条西 M -50 ヤマハセンター内 
TEL (01 1)512-6108 

仙台 亍 984-00 15仙台市若林区卸町 5-7 仙台卸商共同配送センター 3 F 
TEL (022)236 - 0249 

首都圏〒 1 43-0006 東京都大田区平和島2 丁目1番1号 

京浜トラックターミナル内14号棟 A -5 F 
TEL (03)5762-2121 

浜松 亍 435-00 16浜松市和田町20◦ヤマ八(株)和田工場内 
TEL (053)465-671 1 

名古屋 亍 454-0058 名古屋市中川区玉川町 2-1-2 

ヤマ八(株)名古屋流通センター 3 F 
TEL (052)652-2230 

大阪 〒 565-0803 吹田市新芦屋下 1-1 6 

ヤマ八(株)千里丘センター内 
TEL (06)6877 - 5262 

広島 亍73 1-01 13広島市安佐南区西原 6-14- 14 
TEL (082)874-3787 

四国 亍 760-0029 高松市丸亀町 8-7 

(株)ヤマハミュージック神戸高松店内 
TEL (087)822 - 3045 

九州 亍81 2-8508 福岡市博多区博多駅前 2- U -4 
TEL (092) 472-2134 



★永年ご使用の AV 製品の点検を！ 
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⑩ YAMAHA 

DSP-AX530/430 
簡易接続ガイド 



DVD プレーヤーを接続して、 5.1 チャンネ 
ルのデジタルソースを楽しむための基本的な 
接続のしかたと、 MD レコーダーを接続し 
て、音声を再生/録音するための接続のしか 
たを説明します。 


1 



i 

く〇 

1 1 


スピーカーコードを接 
続する場合は、シヨー 
卜しないように注意し 
てください。 


芯線をしっかりとよじ 
らないと、シヨート(短 
絡)の原因になります。 


ご注意 


• 本機はデジタル信号回路とアナログ信号回路が独立 
しているため、アナログ入力信号はアナログ出力端 
子から、デジタル入力信号はデジタル出力端子から 
のみ出力されます。 

'本機の OPTICAL 端子は、 EIAJ 規格に基づいて設計 
されています。 EIAJ 規格を満たさない光フアイ 
バーケーブルを使用すると、正常に作動しないこと 
があります。 
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籲 YAMAHA 


DSP-AX530/430 
簡易接続ガイド 



DVD プレーヤーを接続して、 5.1 チャンネ 
ルのデジタルソースを楽しむための基本的な 
接続のしかたと、 MD レコーダーを接続し 
て、音声を再生/録音するための接続のしか 
たを説明します。 


スピーカーコードを接 
続する場合は、シヨー 
卜しないように注意し 
てください。 


芯線をしっかりとよじ 
らないと、シヨート(短 
絡)の原因になります。 



•本機はデジタル信号回路とアナログ信号回路が独立 
しているため、アナログ入力信号はアナログ出力端 
子からのみ出力されます。 

•本機の OPTICAL 端子は、 EIAJ 規格に基づいて設計 
されています。 EIAJ 規格を満たさない光フアイ 
バーケーブルを使用すると、正常に作動しないこと 
があります。 
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